
1

（
2
）総
合
的
な
学
習
の
時
間
：

5
年「
わ
れ
ら
ふ
る
里
の
味
調
査
隊
」

ね
ら
い

　
鮭
の
一
生
に
つ
い
て
生
態
を
知
り
、
食
材

と
し
て
の
い
の
ち
を
学
ば
せ
る
。
北
海
道
の

郷
土
料
理「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
」を
調
理

実
習
を
と
お
し
て
探
究
活
動
を
行
い
、
今
後

の
課
題
設
定
に
つ
な
げ
る
。

　
漁
業
に
従
事
す
る
方
の
話
を
聞
き
、
食
材

を
つ
く
る
、獲
る
、育
て
る
苦
労
を
知
ら
せ
る
。

内
　
容
　

　
北
海
道
天
塩
町
か
ら
漁
師
さ
ん
に
来
て
も

ら
い
、
鮭
を
解
体
す
る
。

　
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
の
調
理
実
習
を
す
る
。

　
漁
師
さ
ん
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
、

自
分
の
も
つ
課
題
に
迫
る
。

効
　
果
　

　
全
て
北
海
道
の
食
材
を
用
意
し
て
い
た
だ

き
、本
場
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
を
実
習
し
、

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
命
を
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
き
、
食
材
を
無
駄
に
し
な

い
よ
う
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
3
）教
科
外
の
指
導
：

給
食
時
間
に
お
け
る
指
導

①
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
給
食

ね
ら
い

　
正
し
い
配
膳
の
仕
方
を
覚
え
る
。

内
　
容

　
学
校
で
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
が
わ

か
る
よ
う
な
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
作
成
し
、

毎
月
月
初
め
に
給
食
時
に
実
際
に
給
食
の
食

器
を
置
き
、主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
を

置
き
、
食
器
の
置
き
方
を
確
認
し
て
い
る
。

効
　
果

　
正
し
く
食
器
が
置
け
る
児
童
が
約
9
割
に

な
っ
た
。

②
和
食
給
食
を
70
％

　
和
食
給
食
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
家
庭

で
の
和
食
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
和

食
給
食
を
70
％
に
増
や
し
た
。

　
そ
の
結
果
、

・
和
食
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

旬
の
魚（
キ
ビ
ナ
ゴ
、
か
つ
お
、
鯵
、
鮭
、

ホ
ッ
ケ
、
チ
カ
、
桜
え
び
、
鰤
な
ど
）の
使

用
割
合
が
高
く
な
り
、
季
節
感
が
出
せ
る
よ

さ
が
生
ま
れ
た
。

・
和
食
給
食
が
増
え
た
こ
と
で
家
庭
で
の
和

食
率
に
向
上
が
み
ら
れ
た
。
児
童
の「
一
週

間
食
事
調
査
」か
ら
6
月
の
朝
食
の
和
食
率

は
28
・
3
％
で
あ
っ
た
が
、
12
月
の
調
査
で

は
40
％
と
12
・
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

（
本
校
で
の
和
食
は
、
ご
は
ん
と
汁
物
、
ご

は
ん
に
合
う
和
の
お
か
ず
、
ま
た
は
、
ご
は

ん
と
ご
は
ん
に
合
う
和
の
お
か
ず
2
品
以
上

と
規
定
し
て
い
る
。）

・
和
食
給
食
は
、
5
年
生
の
社
会
科
の
学
習

や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連
も
あ
り

教
科
と
の
関
連
も
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

（
毎
回
給
食
指
導
に
生
か
す「
一
口
メ
モ
」に

も
引
用
し
、
学
び
に
活
用
）

・
和
食
給
食
が
多
く
な
る
と
残
菜
が
多
く
な

る
と
い
う
報
告
も
あ
る
が
、
本
校
で
は
、
昨

年
よ
り
残
菜
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

■
成
果
と
課
題

　「
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
」で
は
、
科

学
的
な
分
析
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

女
子
栄
養
大
学
に
分
析
を
依
頼
し
た
。

（
1
）事
業
目
標
…
学
校
給
食
の
和
食
割
合

70
％
、
家
庭
で
の
和
食
朝
食
50
％
、

和
食
夕
食
60
％

　
6
月
か
ら
12
月
ま
で
の
5
ヶ
月
間
、
3
年

生
〜
6
年
生
を
対
象
に
食
事
調
査
を
実
施
し

検
討
。
そ
の
結
果
、
朝
食
の
和
食
の
割
合
は

朝
食
で
28
・
3
％
か
ら
40
・
0
％（
11
・
7
ポ

イ
ン
ト
増
加
）。
夕
食
で
は
56
・
0
％
か
ら

h t t p : / / w w w . t o g a k k y u . o r . j p

公益財団法人
東京都学校給食会

給食会物資は安全第一を心がけています

〒113-0021
東京都文京区本駒込5-66-2
TEL 03-3822-9391　FAX 03-5815-7099

編集・発行

1…取組紹介  杉並区立三谷小学校
　　　　　　お茶の水女子大学附属小学校
6…平成26年度学校給食週間
平成27年度学校給食関係行事予定

7…食材豆知識  和食文化と昆布について
給食会だより

東京都の
学校給食

No.430平成27年3月16日

■
は
じ
め
に

　
平
成
20
年
度
よ
り
学
校
と
し
て
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
国
内
産
を
使
用
し
て
い
く
こ
と

を
推
進
し
、
国
産
の
食
材
の
み
で
作
る
国
産

給
食
を
実
施
し
て
い
る
。さ
ら
に
、「
和
食
」の

時
は
国
産
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
安

全
安
心
な「
和
食
給
食
」を
提
供
し
て
き
た
。

　
こ
の
間
、
栄
養
教
諭
の
指
導
の
も
と「
給

食
」を
教
材
と
し
て
、
1
・
2
年
で
は
栽
培

活
動
を
、
3
年
か
ら
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間
や
特
別
活
動
を
中
心
に
、
栽
培
活
動
や
体

験
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
食
育
」

が「
活
動
」に
終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
見
ら
れ
、
栽
培
や
体
験
そ
の
も
の
が「
食

育
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
興
味
・
関

心
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
食
育
と
は
、
栽
培
や
体
験
活
動
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
押
さ
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
給
食
は
食
材
を
通
し
て
の
学
び
で
あ
り
、

「
い
の
ち
」の
学
習
教
材
と
し
て
具
体
的
な

場
面
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
食
育
の
授
業
を

一
部
に
組
み
込
み
、
イ
ベ
ン
ト
化
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
は
な
く
、
食
育
を
学
校
経
営
の
重

点
に
置
き
、
学
習
と
し
て
生
活
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
単
元
化
を
図
っ
た
り
、
そ

の
中
で
積
極
的
に
課
題
を
も
た
せ
た
り
、
各

教
科
、学
校
行
事
、学
級
活
動
で「
生
き
る
力
」

の
基
礎
と
な
る
取
組
み
を
す
る
こ
と
で
具
現

化
が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、児
童
の
生
活
の
か
な
め
で
あ
り
、

生
き
る
力
の
基
礎
と
も
な
る「
食
生
活
」は
、

家
庭
の
中
で「
大
人
の
夜
型
」の
生
活
リ
ズ

ム
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
健
全
な

成
長
を
図
る
た
め
の
実
践
は
薄
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　「
文
部
科
学
省
：
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー

ル
事
業
」に
お
い
て
、
積
極
的
な
取
組
み
を

行
う
こ
と
で「
家
庭
で
の
実
践
」へ
一
石
を

投
じ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
考
え
て
み
た
。

　「
食
育
」に
向
け
て
の
保
護
者
・
地
域
の

意
識
変
革
を
図
り
、
健
全
育
成
に
関
わ
る
こ

と
へ
の
重
要
性
を
啓
発
し
つ
つ
、
児
童
の
学

び
や
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
が
少
し
で
も
図
れ

れ
ば
、
学
力
向
上
の
基
盤
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。

　「
学
校
・
家
庭
で
の
和
食
推
進
の
取
組
み

を
通
し
た
社
会
性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の

改
善
」を
テ
ー
マ
と
し
、
事
業
の
目
標
を

　
①
家
庭
の
中
で「
食
の
欧
米
化
」が
進
む
今
、

学
校
給
食
や
地
域
生
産
者
と
の
交
流
を
通
し

て
、
和
食
の
大
切
さ
、
国
産
食
材
の
大
切
さ

を
児
童
・
家
庭
に
理
解
さ
せ
る
。

　
②
学
校
給
食
の
和
食
割
合
を
70
％
、
家
庭

で
の
和
食
朝
食
の
割
合
を
50
％
、
和
食
夕
食

の
割
合
を
60
％
と
す
る
。

　
③
和
食
を
中
心
と
し
た
食
育
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
家
庭
を
巻
き
込
ん
だ
食
育
を
展
開

し
、
児
童
の
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
改
善

を
目
指
し
、
感
謝
す
る
心
や
国
を
愛
す
る
等

の
社
会
性
の
正
の
効
果
を
検
証
す
る
。

　
評
価
指
標
を

　
①
和
食
教
育
を
推
進
し
、
ご
は
ん
朝
食
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
早
寝
早
起
き
を
増
や

し
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
る

こ
と
を
検
証
す
る
。

　
②
生
産
体
験
を
児
童
と
保
護
者
が
共
に
体

験
す
る
機
会
を
増
や
し
、
感
謝
す
る
心
や
国

を
愛
す
る
心
、
あ
い
さ
つ
や
協
働
す
る
大
切

さ
な
ど
を
通
し
、
社
会
性
の
向
上
が
ど
れ
く

ら
い
図
れ
る
か
を
調
査
し
て
い
く
。

　
③
学
校
給
食
の
和
食
の
割
合
を
増
や
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
児
童
・
保
護
者
の
和
食
の
関

心
を
高
め
、
朝
食
の
和
食
の
割
合
、
夕
食
の

和
食
の
割
合
の
増
加
を
図
る
。

　
④
給
食
の
国
産
食
材
使
用
率
を
90
％
以
上

と
し
、
地
産
地
消
等
日
本
の
自
給
率
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
。

評
価
方
法

　
拠
点
校
に
お
け
る
時
系
列
的
変
化
を
活
用

し
た
統
計
分
析
。
拠
点
校
と
近
隣
校
の
比
較

的
対
照
試
験
等
の
手
法
に
お
け
る
統
計
分
析

を
行
う
。

■
事
業
計
画

（
1
）和
食
教
育
の
充
実

　
①
学
校
教
育
全
体
に
お
け
る
和
食
教
育
を

推
進
す
る
。

　
②
和
食
料
理
人
に
よ
る
保
護
者
講
演
会
を

行
う
。

　
③
親
子
料
理
教
室
を
開
催
す
る
。

　
④
三
谷
小
雑
煮
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
・
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
。

（
2
）国
産
食
材
を
活
用
し
た
和
食
給
食
の

充
実

　
①
和
食
給
食
を
増
や
す
。

　
②
和
食
料
理
人
と
連
携
し
た
和
食
給
食
献

立
を
開
発
す
る
。

　
③
地
産
地
消
を
導
入
し
、
国
産
比
率
の
向

上
を
図
る
。

（
3
）和
食
食
材
の
栽
培

　
①
全
学
年
で
和
食
食
材
の
栽
培
を
進
め
る
。

（
三
谷
小
収
穫
祭
で
使
用
）

　
②
保
護
者
に
よ
る
家
庭
で
の
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
の
推
奨
を
行
う
。

　
③
地
域
の
農
家
・
都
立
農
芸
高
校
と
の
連

携
を
行
う
。

（
4
）食
と
農
水
産
業
に
関
わ
る
方
々
と
の

交
流

　
①
忍
野
村
に
お
け
る
田
植
え
、
稲
刈
り
、

夏
野
菜
収
穫
の
体
験
を
行
う
。

　
②
水
産
業
に
関
わ
る
人
と
の
交
流
を
行
う
。

（
5
）地
域
へ
の
発
信

　
①
学
年
園
で
と
れ
た
も
の
を
地
域
に
販
売

す
る
。

　
②
三
谷
祭
に
て
忍
野
村
の
と
う
も
ろ
こ
し
、

北
海
道
天
塩
町
の
鮭
の
あ
ら
汁
を
提
供
す
る
。

　
③
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。（
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、さ
ん
や
ニ
ュ
ー
ス
、早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、三
谷
小
雑
煮
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、

和
食
給
食
レ
シ
ピ
）

■
具
体
的
な
実
践
例

　
学
校
教
育
全
体
に
お
け
る
和
食
教
育
と
し

て
、
低
学
年
で
は
生
活
科
、
中
学
年
以
上
で

は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
単
元
計

画
を
立
て
食
育
に
関
わ
る
単
元
を
構
成
し
、

探
究
学
習
を
通
し
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
給

食
指
導
の
一
貫
と
し
て
夏
休
み
に
食
育
の
課

題
と
し
て「
わ
が
家
の
和
食
朝
ご
は
ん
づ
く

り
」、
冬
休
み
に「
お
い
し
い
！
大
好
き
！

み
そ
汁
大
募
集
」を
出
し
、
意
欲
を
高
め
た
。

（
1
）総
合
的
な
学
習
の
時
間
：

3
年「
み
そ
を
作
ろ
う
」

ね
ら
い

　
全
校
の
取
組
と
し
て
2
学
期
は
み
そ
汁
に

重
点
を
置
き
、
3
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
は
大
豆
の
栽
培
、
味
噌
作
り
体
験
、
収
穫

祭
を
通
し
、
食
材
と
し
て
の
大
豆
、
タ
ン
パ

ク
質
や
み
そ
汁
の
栄
養
価
に
つ
い
て
探
究
学

習
を
通
し
て
学
ば
せ
る
。

内
　
容

　
大
豆
を
煮
て
、
つ
ぶ
し
米
麹
と
塩
を
混
ぜ

て
樽
に
詰
め
た
。
毎
月
様
子
を
確
認
し
、
12

月
に
味
噌
が
完
成
し
た
。
12
月
12
日
、
収
穫

祭
で
み
そ
汁
に
て
味
わ
っ
た
。

効
　
果
　

　
6
月
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、3
年
が
み
そ

汁
を
飲
ん
で
く
る
割
合
が
18
・
2
％
で
あ
っ

た
が
12
月
に
実
施
し
た
食
事
調
査
で
は
32
％

と
な
り
11
・
8

ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。
こ
の
結

果
は
、
3
年
が

一
番
高
い
上
昇

と
な
っ
た
。

杉
並
区
立 

三
谷
小
学
校

学
校
・
家
庭
で
の
和
食
推
進
の
取
組
み
を
通
し
た

社
会
性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善校

長

山
岸

　一
良

67
・
1
％（
11
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
加
）で
あ
っ

た
。
朝
食
で
は
目
標
値
の
50
％
に
達
し
な
か

っ
た
が
、夕
食
で
は
目
標
値
60
％
に
達
し
た
。

学
校
給
食
の
和
食
率
は
、73・3
％
と
な
っ
た
。

（
2
）和
食
を
推
進
す
る
こ
と
で
社
会
性
の
向

上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
に
つ
な
げ
る

　
児
童
の
生
活
リ
ズ
ム
と
社
会
性
の
調
査
を

3
回
、
保
護
者
の
食
事
調
査
2
回
、
近
隣
校

と
の
比
較
等
を
含
め
デ
ー
タ
分
析
を
行
っ
た
。

　
①
児
童
の
調
査
で
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
検
定

で
分
析
を
行
っ
た
。

・
生
活
リ
ズ
ム
の
指
標
合
計
80
項
目
中
25
％

に
有
意
差
が
確
認
さ
れ
た
。

・
社
会
性
に
関
し
て
は
合
計
60
項
目
中

28・8
％
が
同
様
に
有
意
差
を
確
認
で
き
た
。

・
和
食
と
の
関
連
か
ら
見
る
と
、
ラ
ベ
ル
の

産
地
を
見
て
買
う
。
旬
の
食
材
を
購
入
し
、

行
事
に
ち
な
ん
だ
食
事
を
す
る
と
い
う
項
目

に
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
和
食
文

化
が
児
童
に
社
会
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
◎
本
調
査
で
は
、
食
を
通
し
た
教
育
活
動

の
結
果
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
と
社
会
性
の
向
上

が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
和
食
と
の
関
連
で

は
い
く
つ
か
の
項
目
で
つ
な
が
り
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

　
②
家
庭
で
の
食
事
に
つ
い
て
2
回
の
調
査
、

23
項
目
中
で
有
意
差
が
あ
る
か
ど
う
か
ｔ
検

定
で
の
分
析
を
行
っ
た
。

・
そ
の
結
果
有
意
差
が
見
ら
れ
た
も
の
が
18

項
目
確
認
さ
れ
た
。

　
全
体
的
に「
よ
い
方
向
」へ
の
変
化
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
み
そ
汁
を
作
る

よ
う
に
な
っ
た
」「
食
事
時
間
が
早
く
な
っ
た
」

「
朝
食
を
作
る
人
の
起
床
時
間
が
早
く
な
っ

た
」な
ど
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
を
寄
与
す
る

家
庭
生
活
を
営
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

・
日
常
の
教
育
活
動
で
、
児
童
の
食
に
対
す

る
気
持
ち
や
和
食
へ
の
意
識
が
家
庭
に
伝
搬

し
、
啓
発
活
動
と
し
て
家
庭
で
の
具
体
的
行

動
変
容
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
◎
本
調
査
で
は
学
校
で
の
和
食
推
進
の
取

組
が
社
会
性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
③
対
象
校
と
の
比
較
で
は
、
同
様
の
調
査

を
同
地
区
内
の
小
学
校
で
行
い
比
較
検
討

し
た
。

・
全
体
の
35
項
目
中
7
項
目
に
つ
い
て
有
意

な
差
が
見
ら
れ
た
。

・「
ご
は
ん
、
味
噌
汁
の
茶
碗
の
正
し
い
置

き
方
」「
行
事
食
を
食
べ
ま
す
か
」と
い
う
和

食
を
生
か
す
、
ま
た
は
生
か
し
た
指
標
に
有

意
な
差
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
校
の

取
組
が
知
識
・
理
解
を
通
し
て
、興
味
関
心
、

意
欲
態
度
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

今
後
も
大
切
な
指
導
で
あ
る
と
確
信
で
き
た
。

・
行
事
食
に
つ
い
て
も
学
校
給
食
が
行
事
を

意
識
し
た
献
立
作
成
を
行
う
こ
と
の
重
要
性

が
み
ら
れ
る
。

・
様
々
な
取
組
み
に
よ
り
児
童
に
与
え
た
影

響
が
家
庭
に
も
広
が
り
、
生
活
リ
ズ
ム
・
社

会
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

・
本
調
査
は
学
校
で
の
和
食
推
進
の
取
組
が
、

対
象
校
と
比
較
す
る
こ
と
で
効
果
が
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。

（
3
）結
論

　
本
研
究
活
動
に
つ
い
て
、

　
①
質
問
紙
調
査
に
よ
る
結
果
は「
学
校
・

家
庭
で
の
和
食
推
進
の
取
組
を
通
し
た
社
会

性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
」を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
②
評
価
指
標
と
し
て
挙
げ
た
項
目
に
つ
い

て
和
食
推
進
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
対
象
校

な
ど
の
比
較
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
③
家
庭
に
も
教
育
効
果
の
影
響
が
あ
り
、

学
校
・
家
庭
と
の
連
携
が
な
さ
れ
た
こ
と
も

確
認
で
き
た
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
報
告

会
を
次
年
度
の
11
月
20
日
に
本
校
で
行
う
。

今
ま
で
の
取
組
内
容
の
紹
介
や
学
校
給
食
の

様
子
、
生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

の
食
育
授
業
の
公
開
、
和
食
推
進
と
社
会
性

の
向
上
や
生
活
リ
ズ
ム
の
科
学
的
な
分
析
結

果
等
を
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
都
区
内
の

先
生
方
や
栄
養
職
員
の
方
々
、
地
域
保
護
者

の
方
々
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
少
し

で
も
本
校
の
取
組
が
都
内
の
食
育
の
推
進
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
の
取
組

取
組

紹
介

チャンチャン焼きの調理実習

1



（
2
）総
合
的
な
学
習
の
時
間
：

5
年「
わ
れ
ら
ふ
る
里
の
味
調
査
隊
」

ね
ら
い

　
鮭
の
一
生
に
つ
い
て
生
態
を
知
り
、
食
材

と
し
て
の
い
の
ち
を
学
ば
せ
る
。
北
海
道
の

郷
土
料
理「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
」を
調
理

実
習
を
と
お
し
て
探
究
活
動
を
行
い
、
今
後

の
課
題
設
定
に
つ
な
げ
る
。

　
漁
業
に
従
事
す
る
方
の
話
を
聞
き
、
食
材

を
つ
く
る
、獲
る
、育
て
る
苦
労
を
知
ら
せ
る
。

内
　
容
　

　
北
海
道
天
塩
町
か
ら
漁
師
さ
ん
に
来
て
も

ら
い
、
鮭
を
解
体
す
る
。

　
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
の
調
理
実
習
を
す
る
。

　
漁
師
さ
ん
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
、

自
分
の
も
つ
課
題
に
迫
る
。

効
　
果
　

　
全
て
北
海
道
の
食
材
を
用
意
し
て
い
た
だ

き
、本
場
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
を
実
習
し
、

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
命
を
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
き
、
食
材
を
無
駄
に
し
な

い
よ
う
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
3
）教
科
外
の
指
導
：

給
食
時
間
に
お
け
る
指
導

①
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
給
食

ね
ら
い

　
正
し
い
配
膳
の
仕
方
を
覚
え
る
。

内
　
容

　
学
校
で
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
が
わ

か
る
よ
う
な
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
作
成
し
、

毎
月
月
初
め
に
給
食
時
に
実
際
に
給
食
の
食

器
を
置
き
、主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
を

置
き
、
食
器
の
置
き
方
を
確
認
し
て
い
る
。

効
　
果

　
正
し
く
食
器
が
置
け
る
児
童
が
約
9
割
に

な
っ
た
。

②
和
食
給
食
を
70
％

　
和
食
給
食
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
家
庭

で
の
和
食
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
和

食
給
食
を
70
％
に
増
や
し
た
。

　
そ
の
結
果
、

・
和
食
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

旬
の
魚（
キ
ビ
ナ
ゴ
、
か
つ
お
、
鯵
、
鮭
、

ホ
ッ
ケ
、
チ
カ
、
桜
え
び
、
鰤
な
ど
）の
使

用
割
合
が
高
く
な
り
、
季
節
感
が
出
せ
る
よ

さ
が
生
ま
れ
た
。

・
和
食
給
食
が
増
え
た
こ
と
で
家
庭
で
の
和

食
率
に
向
上
が
み
ら
れ
た
。
児
童
の「
一
週

間
食
事
調
査
」か
ら
6
月
の
朝
食
の
和
食
率

は
28
・
3
％
で
あ
っ
た
が
、
12
月
の
調
査
で

は
40
％
と
12
・
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

（
本
校
で
の
和
食
は
、
ご
は
ん
と
汁
物
、
ご

は
ん
に
合
う
和
の
お
か
ず
、
ま
た
は
、
ご
は

ん
と
ご
は
ん
に
合
う
和
の
お
か
ず
2
品
以
上

と
規
定
し
て
い
る
。）

・
和
食
給
食
は
、
5
年
生
の
社
会
科
の
学
習

や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連
も
あ
り

教
科
と
の
関
連
も
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

（
毎
回
給
食
指
導
に
生
か
す「
一
口
メ
モ
」に

も
引
用
し
、
学
び
に
活
用
）

・
和
食
給
食
が
多
く
な
る
と
残
菜
が
多
く
な

る
と
い
う
報
告
も
あ
る
が
、
本
校
で
は
、
昨

年
よ
り
残
菜
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

■
成
果
と
課
題

　「
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
」で
は
、
科

学
的
な
分
析
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

女
子
栄
養
大
学
に
分
析
を
依
頼
し
た
。

（
1
）事
業
目
標
…
学
校
給
食
の
和
食
割
合

70
％
、
家
庭
で
の
和
食
朝
食
50
％
、

和
食
夕
食
60
％

　
6
月
か
ら
12
月
ま
で
の
5
ヶ
月
間
、
3
年

生
〜
6
年
生
を
対
象
に
食
事
調
査
を
実
施
し

検
討
。
そ
の
結
果
、
朝
食
の
和
食
の
割
合
は

朝
食
で
28
・
3
％
か
ら
40
・
0
％（
11
・
7
ポ

イ
ン
ト
増
加
）。
夕
食
で
は
56
・
0
％
か
ら

■
は
じ
め
に

　
平
成
20
年
度
よ
り
学
校
と
し
て
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
国
内
産
を
使
用
し
て
い
く
こ
と

を
推
進
し
、
国
産
の
食
材
の
み
で
作
る
国
産

給
食
を
実
施
し
て
い
る
。さ
ら
に
、「
和
食
」の

時
は
国
産
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
安

全
安
心
な「
和
食
給
食
」を
提
供
し
て
き
た
。

　
こ
の
間
、
栄
養
教
諭
の
指
導
の
も
と「
給

食
」を
教
材
と
し
て
、
1
・
2
年
で
は
栽
培

活
動
を
、
3
年
か
ら
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間
や
特
別
活
動
を
中
心
に
、
栽
培
活
動
や
体

験
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
食
育
」

が「
活
動
」に
終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
見
ら
れ
、
栽
培
や
体
験
そ
の
も
の
が「
食

育
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
興
味
・
関

心
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
食
育
と
は
、
栽
培
や
体
験
活
動
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
押
さ
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
給
食
は
食
材
を
通
し
て
の
学
び
で
あ
り
、

「
い
の
ち
」の
学
習
教
材
と
し
て
具
体
的
な

場
面
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
食
育
の
授
業
を

一
部
に
組
み
込
み
、
イ
ベ
ン
ト
化
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
は
な
く
、
食
育
を
学
校
経
営
の
重

点
に
置
き
、
学
習
と
し
て
生
活
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
単
元
化
を
図
っ
た
り
、
そ

の
中
で
積
極
的
に
課
題
を
も
た
せ
た
り
、
各

教
科
、学
校
行
事
、学
級
活
動
で「
生
き
る
力
」

の
基
礎
と
な
る
取
組
み
を
す
る
こ
と
で
具
現

化
が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、児
童
の
生
活
の
か
な
め
で
あ
り
、

生
き
る
力
の
基
礎
と
も
な
る「
食
生
活
」は
、

家
庭
の
中
で「
大
人
の
夜
型
」の
生
活
リ
ズ

ム
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
健
全
な

成
長
を
図
る
た
め
の
実
践
は
薄
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　「
文
部
科
学
省
：
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー

ル
事
業
」に
お
い
て
、
積
極
的
な
取
組
み
を

行
う
こ
と
で「
家
庭
で
の
実
践
」へ
一
石
を

投
じ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
考
え
て
み
た
。

　「
食
育
」に
向
け
て
の
保
護
者
・
地
域
の

意
識
変
革
を
図
り
、
健
全
育
成
に
関
わ
る
こ

と
へ
の
重
要
性
を
啓
発
し
つ
つ
、
児
童
の
学

び
や
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
が
少
し
で
も
図
れ

れ
ば
、
学
力
向
上
の
基
盤
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。

　「
学
校
・
家
庭
で
の
和
食
推
進
の
取
組
み

を
通
し
た
社
会
性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の

改
善
」を
テ
ー
マ
と
し
、
事
業
の
目
標
を

　
①
家
庭
の
中
で「
食
の
欧
米
化
」が
進
む
今
、

学
校
給
食
や
地
域
生
産
者
と
の
交
流
を
通
し

て
、
和
食
の
大
切
さ
、
国
産
食
材
の
大
切
さ

を
児
童
・
家
庭
に
理
解
さ
せ
る
。

　
②
学
校
給
食
の
和
食
割
合
を
70
％
、
家
庭

で
の
和
食
朝
食
の
割
合
を
50
％
、
和
食
夕
食

の
割
合
を
60
％
と
す
る
。

　
③
和
食
を
中
心
と
し
た
食
育
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
家
庭
を
巻
き
込
ん
だ
食
育
を
展
開

し
、
児
童
の
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
改
善

を
目
指
し
、
感
謝
す
る
心
や
国
を
愛
す
る
等

の
社
会
性
の
正
の
効
果
を
検
証
す
る
。

　
評
価
指
標
を

　
①
和
食
教
育
を
推
進
し
、
ご
は
ん
朝
食
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
早
寝
早
起
き
を
増
や

し
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
る

こ
と
を
検
証
す
る
。

　
②
生
産
体
験
を
児
童
と
保
護
者
が
共
に
体

験
す
る
機
会
を
増
や
し
、
感
謝
す
る
心
や
国

を
愛
す
る
心
、
あ
い
さ
つ
や
協
働
す
る
大
切

さ
な
ど
を
通
し
、
社
会
性
の
向
上
が
ど
れ
く

ら
い
図
れ
る
か
を
調
査
し
て
い
く
。

　
③
学
校
給
食
の
和
食
の
割
合
を
増
や
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
児
童
・
保
護
者
の
和
食
の
関

心
を
高
め
、
朝
食
の
和
食
の
割
合
、
夕
食
の

和
食
の
割
合
の
増
加
を
図
る
。

　
④
給
食
の
国
産
食
材
使
用
率
を
90
％
以
上

と
し
、
地
産
地
消
等
日
本
の
自
給
率
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
。

評
価
方
法

　
拠
点
校
に
お
け
る
時
系
列
的
変
化
を
活
用

し
た
統
計
分
析
。
拠
点
校
と
近
隣
校
の
比
較

的
対
照
試
験
等
の
手
法
に
お
け
る
統
計
分
析

を
行
う
。

■
事
業
計
画

（
1
）和
食
教
育
の
充
実

　
①
学
校
教
育
全
体
に
お
け
る
和
食
教
育
を

推
進
す
る
。

　
②
和
食
料
理
人
に
よ
る
保
護
者
講
演
会
を

行
う
。

　
③
親
子
料
理
教
室
を
開
催
す
る
。

　
④
三
谷
小
雑
煮
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
・
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
。

（
2
）国
産
食
材
を
活
用
し
た
和
食
給
食
の

充
実

　
①
和
食
給
食
を
増
や
す
。

　
②
和
食
料
理
人
と
連
携
し
た
和
食
給
食
献

立
を
開
発
す
る
。

　
③
地
産
地
消
を
導
入
し
、
国
産
比
率
の
向

上
を
図
る
。

（
3
）和
食
食
材
の
栽
培

　
①
全
学
年
で
和
食
食
材
の
栽
培
を
進
め
る
。

（
三
谷
小
収
穫
祭
で
使
用
）

　
②
保
護
者
に
よ
る
家
庭
で
の
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
の
推
奨
を
行
う
。

　
③
地
域
の
農
家
・
都
立
農
芸
高
校
と
の
連

携
を
行
う
。

（
4
）食
と
農
水
産
業
に
関
わ
る
方
々
と
の

交
流

　
①
忍
野
村
に
お
け
る
田
植
え
、
稲
刈
り
、

夏
野
菜
収
穫
の
体
験
を
行
う
。

　
②
水
産
業
に
関
わ
る
人
と
の
交
流
を
行
う
。

（
5
）地
域
へ
の
発
信

　
①
学
年
園
で
と
れ
た
も
の
を
地
域
に
販
売

す
る
。

　
②
三
谷
祭
に
て
忍
野
村
の
と
う
も
ろ
こ
し
、

北
海
道
天
塩
町
の
鮭
の
あ
ら
汁
を
提
供
す
る
。

　
③
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。（
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、さ
ん
や
ニ
ュ
ー
ス
、早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、三
谷
小
雑
煮
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、

和
食
給
食
レ
シ
ピ
）

■
具
体
的
な
実
践
例

　
学
校
教
育
全
体
に
お
け
る
和
食
教
育
と
し

て
、
低
学
年
で
は
生
活
科
、
中
学
年
以
上
で

は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
単
元
計

画
を
立
て
食
育
に
関
わ
る
単
元
を
構
成
し
、

探
究
学
習
を
通
し
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
給

食
指
導
の
一
貫
と
し
て
夏
休
み
に
食
育
の
課

題
と
し
て「
わ
が
家
の
和
食
朝
ご
は
ん
づ
く

り
」、
冬
休
み
に「
お
い
し
い
！
大
好
き
！

み
そ
汁
大
募
集
」を
出
し
、
意
欲
を
高
め
た
。

（
1
）総
合
的
な
学
習
の
時
間
：

3
年「
み
そ
を
作
ろ
う
」

ね
ら
い

　
全
校
の
取
組
と
し
て
2
学
期
は
み
そ
汁
に

重
点
を
置
き
、
3
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
は
大
豆
の
栽
培
、
味
噌
作
り
体
験
、
収
穫

祭
を
通
し
、
食
材
と
し
て
の
大
豆
、
タ
ン
パ

ク
質
や
み
そ
汁
の
栄
養
価
に
つ
い
て
探
究
学

習
を
通
し
て
学
ば
せ
る
。

内
　
容

　
大
豆
を
煮
て
、
つ
ぶ
し
米
麹
と
塩
を
混
ぜ

て
樽
に
詰
め
た
。
毎
月
様
子
を
確
認
し
、
12

月
に
味
噌
が
完
成
し
た
。
12
月
12
日
、
収
穫

祭
で
み
そ
汁
に
て
味
わ
っ
た
。

効
　
果
　

　
6
月
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、3
年
が
み
そ

汁
を
飲
ん
で
く
る
割
合
が
18
・
2
％
で
あ
っ

た
が
12
月
に
実
施
し
た
食
事
調
査
で
は
32
％

と
な
り
11
・
8

ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。
こ
の
結

果
は
、
3
年
が

一
番
高
い
上
昇

と
な
っ
た
。

67
・
1
％（
11
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
加
）で
あ
っ

た
。
朝
食
で
は
目
標
値
の
50
％
に
達
し
な
か

っ
た
が
、夕
食
で
は
目
標
値
60
％
に
達
し
た
。

学
校
給
食
の
和
食
率
は
、73・3
％
と
な
っ
た
。

（
2
）和
食
を
推
進
す
る
こ
と
で
社
会
性
の
向

上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
に
つ
な
げ
る

　
児
童
の
生
活
リ
ズ
ム
と
社
会
性
の
調
査
を

3
回
、
保
護
者
の
食
事
調
査
2
回
、
近
隣
校

と
の
比
較
等
を
含
め
デ
ー
タ
分
析
を
行
っ
た
。

　
①
児
童
の
調
査
で
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
検
定

で
分
析
を
行
っ
た
。

・
生
活
リ
ズ
ム
の
指
標
合
計
80
項
目
中
25
％

に
有
意
差
が
確
認
さ
れ
た
。

・
社
会
性
に
関
し
て
は
合
計
60
項
目
中

28・8
％
が
同
様
に
有
意
差
を
確
認
で
き
た
。

・
和
食
と
の
関
連
か
ら
見
る
と
、
ラ
ベ
ル
の

産
地
を
見
て
買
う
。
旬
の
食
材
を
購
入
し
、

行
事
に
ち
な
ん
だ
食
事
を
す
る
と
い
う
項
目

に
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
和
食
文

化
が
児
童
に
社
会
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
◎
本
調
査
で
は
、
食
を
通
し
た
教
育
活
動

の
結
果
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
と
社
会
性
の
向
上

が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
和
食
と
の
関
連
で

は
い
く
つ
か
の
項
目
で
つ
な
が
り
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

　
②
家
庭
で
の
食
事
に
つ
い
て
2
回
の
調
査
、

23
項
目
中
で
有
意
差
が
あ
る
か
ど
う
か
ｔ
検

定
で
の
分
析
を
行
っ
た
。

・
そ
の
結
果
有
意
差
が
見
ら
れ
た
も
の
が
18

項
目
確
認
さ
れ
た
。

　
全
体
的
に「
よ
い
方
向
」へ
の
変
化
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
み
そ
汁
を
作
る

よ
う
に
な
っ
た
」「
食
事
時
間
が
早
く
な
っ
た
」

「
朝
食
を
作
る
人
の
起
床
時
間
が
早
く
な
っ

た
」な
ど
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
を
寄
与
す
る

家
庭
生
活
を
営
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

・
日
常
の
教
育
活
動
で
、
児
童
の
食
に
対
す

る
気
持
ち
や
和
食
へ
の
意
識
が
家
庭
に
伝
搬

し
、
啓
発
活
動
と
し
て
家
庭
で
の
具
体
的
行

動
変
容
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
◎
本
調
査
で
は
学
校
で
の
和
食
推
進
の
取

組
が
社
会
性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
③
対
象
校
と
の
比
較
で
は
、
同
様
の
調
査

を
同
地
区
内
の
小
学
校
で
行
い
比
較
検
討

し
た
。

・
全
体
の
35
項
目
中
7
項
目
に
つ
い
て
有
意

な
差
が
見
ら
れ
た
。

・「
ご
は
ん
、
味
噌
汁
の
茶
碗
の
正
し
い
置

き
方
」「
行
事
食
を
食
べ
ま
す
か
」と
い
う
和

食
を
生
か
す
、
ま
た
は
生
か
し
た
指
標
に
有

意
な
差
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
校
の

取
組
が
知
識
・
理
解
を
通
し
て
、興
味
関
心
、

意
欲
態
度
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

今
後
も
大
切
な
指
導
で
あ
る
と
確
信
で
き
た
。

・
行
事
食
に
つ
い
て
も
学
校
給
食
が
行
事
を

意
識
し
た
献
立
作
成
を
行
う
こ
と
の
重
要
性

が
み
ら
れ
る
。

・
様
々
な
取
組
み
に
よ
り
児
童
に
与
え
た
影

響
が
家
庭
に
も
広
が
り
、
生
活
リ
ズ
ム
・
社

会
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

・
本
調
査
は
学
校
で
の
和
食
推
進
の
取
組
が
、

対
象
校
と
比
較
す
る
こ
と
で
効
果
が
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。

（
3
）結
論

　
本
研
究
活
動
に
つ
い
て
、

　
①
質
問
紙
調
査
に
よ
る
結
果
は「
学
校
・

家
庭
で
の
和
食
推
進
の
取
組
を
通
し
た
社
会

性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
」を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
②
評
価
指
標
と
し
て
挙
げ
た
項
目
に
つ
い

て
和
食
推
進
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
対
象
校

な
ど
の
比
較
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
③
家
庭
に
も
教
育
効
果
の
影
響
が
あ
り
、

学
校
・
家
庭
と
の
連
携
が
な
さ
れ
た
こ
と
も

確
認
で
き
た
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
報
告

会
を
次
年
度
の
11
月
20
日
に
本
校
で
行
う
。

今
ま
で
の
取
組
内
容
の
紹
介
や
学
校
給
食
の

様
子
、
生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

の
食
育
授
業
の
公
開
、
和
食
推
進
と
社
会
性

の
向
上
や
生
活
リ
ズ
ム
の
科
学
的
な
分
析
結

果
等
を
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
都
区
内
の

先
生
方
や
栄
養
職
員
の
方
々
、
地
域
保
護
者

の
方
々
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
少
し

で
も
本
校
の
取
組
が
都
内
の
食
育
の
推
進
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

和食給食の充実

三谷小弁当の日

忍野村の水田

18.2
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（
2
）総
合
的
な
学
習
の
時
間
：

5
年「
わ
れ
ら
ふ
る
里
の
味
調
査
隊
」

ね
ら
い

　
鮭
の
一
生
に
つ
い
て
生
態
を
知
り
、
食
材

と
し
て
の
い
の
ち
を
学
ば
せ
る
。
北
海
道
の

郷
土
料
理「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
」を
調
理

実
習
を
と
お
し
て
探
究
活
動
を
行
い
、
今
後

の
課
題
設
定
に
つ
な
げ
る
。

　
漁
業
に
従
事
す
る
方
の
話
を
聞
き
、
食
材

を
つ
く
る
、獲
る
、育
て
る
苦
労
を
知
ら
せ
る
。

内
　
容
　

　
北
海
道
天
塩
町
か
ら
漁
師
さ
ん
に
来
て
も

ら
い
、
鮭
を
解
体
す
る
。

　
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
の
調
理
実
習
を
す
る
。

　
漁
師
さ
ん
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
、

自
分
の
も
つ
課
題
に
迫
る
。

効
　
果
　

　
全
て
北
海
道
の
食
材
を
用
意
し
て
い
た
だ

き
、本
場
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
を
実
習
し
、

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
命
を
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
き
、
食
材
を
無
駄
に
し
な

い
よ
う
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
3
）教
科
外
の
指
導
：

給
食
時
間
に
お
け
る
指
導

①
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
給
食

ね
ら
い

　
正
し
い
配
膳
の
仕
方
を
覚
え
る
。

内
　
容

　
学
校
で
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
が
わ

か
る
よ
う
な
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
作
成
し
、

毎
月
月
初
め
に
給
食
時
に
実
際
に
給
食
の
食

器
を
置
き
、主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
を

置
き
、
食
器
の
置
き
方
を
確
認
し
て
い
る
。

効
　
果

　
正
し
く
食
器
が
置
け
る
児
童
が
約
9
割
に

な
っ
た
。

②
和
食
給
食
を
70
％

　
和
食
給
食
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
家
庭

で
の
和
食
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
和

食
給
食
を
70
％
に
増
や
し
た
。

　
そ
の
結
果
、

・
和
食
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

旬
の
魚（
キ
ビ
ナ
ゴ
、
か
つ
お
、
鯵
、
鮭
、

ホ
ッ
ケ
、
チ
カ
、
桜
え
び
、
鰤
な
ど
）の
使

用
割
合
が
高
く
な
り
、
季
節
感
が
出
せ
る
よ

さ
が
生
ま
れ
た
。

・
和
食
給
食
が
増
え
た
こ
と
で
家
庭
で
の
和

食
率
に
向
上
が
み
ら
れ
た
。
児
童
の「
一
週

間
食
事
調
査
」か
ら
6
月
の
朝
食
の
和
食
率

は
28
・
3
％
で
あ
っ
た
が
、
12
月
の
調
査
で

は
40
％
と
12
・
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

（
本
校
で
の
和
食
は
、
ご
は
ん
と
汁
物
、
ご

は
ん
に
合
う
和
の
お
か
ず
、
ま
た
は
、
ご
は

ん
と
ご
は
ん
に
合
う
和
の
お
か
ず
2
品
以
上

と
規
定
し
て
い
る
。）

・
和
食
給
食
は
、
5
年
生
の
社
会
科
の
学
習

や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連
も
あ
り

教
科
と
の
関
連
も
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

（
毎
回
給
食
指
導
に
生
か
す「
一
口
メ
モ
」に

も
引
用
し
、
学
び
に
活
用
）

・
和
食
給
食
が
多
く
な
る
と
残
菜
が
多
く
な

る
と
い
う
報
告
も
あ
る
が
、
本
校
で
は
、
昨

年
よ
り
残
菜
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

■
成
果
と
課
題

　「
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
」で
は
、
科

学
的
な
分
析
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

女
子
栄
養
大
学
に
分
析
を
依
頼
し
た
。

（
1
）事
業
目
標
…
学
校
給
食
の
和
食
割
合

70
％
、
家
庭
で
の
和
食
朝
食
50
％
、

和
食
夕
食
60
％

　
6
月
か
ら
12
月
ま
で
の
5
ヶ
月
間
、
3
年

生
〜
6
年
生
を
対
象
に
食
事
調
査
を
実
施
し

検
討
。
そ
の
結
果
、
朝
食
の
和
食
の
割
合
は

朝
食
で
28
・
3
％
か
ら
40
・
0
％（
11
・
7
ポ

イ
ン
ト
増
加
）。
夕
食
で
は
56
・
0
％
か
ら

■
は
じ
め
に

　
平
成
20
年
度
よ
り
学
校
と
し
て
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
国
内
産
を
使
用
し
て
い
く
こ
と

を
推
進
し
、
国
産
の
食
材
の
み
で
作
る
国
産

給
食
を
実
施
し
て
い
る
。さ
ら
に
、「
和
食
」の

時
は
国
産
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
安

全
安
心
な「
和
食
給
食
」を
提
供
し
て
き
た
。

　
こ
の
間
、
栄
養
教
諭
の
指
導
の
も
と「
給

食
」を
教
材
と
し
て
、
1
・
2
年
で
は
栽
培

活
動
を
、
3
年
か
ら
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間
や
特
別
活
動
を
中
心
に
、
栽
培
活
動
や
体

験
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
食
育
」

が「
活
動
」に
終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
見
ら
れ
、
栽
培
や
体
験
そ
の
も
の
が「
食

育
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
興
味
・
関

心
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
食
育
と
は
、
栽
培
や
体
験
活
動
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
押
さ
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
給
食
は
食
材
を
通
し
て
の
学
び
で
あ
り
、

「
い
の
ち
」の
学
習
教
材
と
し
て
具
体
的
な

場
面
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
食
育
の
授
業
を

一
部
に
組
み
込
み
、
イ
ベ
ン
ト
化
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
は
な
く
、
食
育
を
学
校
経
営
の
重

点
に
置
き
、
学
習
と
し
て
生
活
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
単
元
化
を
図
っ
た
り
、
そ

の
中
で
積
極
的
に
課
題
を
も
た
せ
た
り
、
各

教
科
、学
校
行
事
、学
級
活
動
で「
生
き
る
力
」

の
基
礎
と
な
る
取
組
み
を
す
る
こ
と
で
具
現

化
が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、児
童
の
生
活
の
か
な
め
で
あ
り
、

生
き
る
力
の
基
礎
と
も
な
る「
食
生
活
」は
、

家
庭
の
中
で「
大
人
の
夜
型
」の
生
活
リ
ズ

ム
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
健
全
な

成
長
を
図
る
た
め
の
実
践
は
薄
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　「
文
部
科
学
省
：
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー

ル
事
業
」に
お
い
て
、
積
極
的
な
取
組
み
を

行
う
こ
と
で「
家
庭
で
の
実
践
」へ
一
石
を

投
じ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
考
え
て
み
た
。

　「
食
育
」に
向
け
て
の
保
護
者
・
地
域
の

意
識
変
革
を
図
り
、
健
全
育
成
に
関
わ
る
こ

と
へ
の
重
要
性
を
啓
発
し
つ
つ
、
児
童
の
学

び
や
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
が
少
し
で
も
図
れ

れ
ば
、
学
力
向
上
の
基
盤
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。

　「
学
校
・
家
庭
で
の
和
食
推
進
の
取
組
み

を
通
し
た
社
会
性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の

改
善
」を
テ
ー
マ
と
し
、
事
業
の
目
標
を

　
①
家
庭
の
中
で「
食
の
欧
米
化
」が
進
む
今
、

学
校
給
食
や
地
域
生
産
者
と
の
交
流
を
通
し

て
、
和
食
の
大
切
さ
、
国
産
食
材
の
大
切
さ

を
児
童
・
家
庭
に
理
解
さ
せ
る
。

　
②
学
校
給
食
の
和
食
割
合
を
70
％
、
家
庭

で
の
和
食
朝
食
の
割
合
を
50
％
、
和
食
夕
食

の
割
合
を
60
％
と
す
る
。

　
③
和
食
を
中
心
と
し
た
食
育
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
家
庭
を
巻
き
込
ん
だ
食
育
を
展
開

し
、
児
童
の
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
改
善

を
目
指
し
、
感
謝
す
る
心
や
国
を
愛
す
る
等

の
社
会
性
の
正
の
効
果
を
検
証
す
る
。

　
評
価
指
標
を

　
①
和
食
教
育
を
推
進
し
、
ご
は
ん
朝
食
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
早
寝
早
起
き
を
増
や

し
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
る

こ
と
を
検
証
す
る
。

　
②
生
産
体
験
を
児
童
と
保
護
者
が
共
に
体

験
す
る
機
会
を
増
や
し
、
感
謝
す
る
心
や
国

を
愛
す
る
心
、
あ
い
さ
つ
や
協
働
す
る
大
切

さ
な
ど
を
通
し
、
社
会
性
の
向
上
が
ど
れ
く

ら
い
図
れ
る
か
を
調
査
し
て
い
く
。

　
③
学
校
給
食
の
和
食
の
割
合
を
増
や
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
児
童
・
保
護
者
の
和
食
の
関

心
を
高
め
、
朝
食
の
和
食
の
割
合
、
夕
食
の

和
食
の
割
合
の
増
加
を
図
る
。

　
④
給
食
の
国
産
食
材
使
用
率
を
90
％
以
上

と
し
、
地
産
地
消
等
日
本
の
自
給
率
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
。

評
価
方
法

　
拠
点
校
に
お
け
る
時
系
列
的
変
化
を
活
用

し
た
統
計
分
析
。
拠
点
校
と
近
隣
校
の
比
較

的
対
照
試
験
等
の
手
法
に
お
け
る
統
計
分
析

を
行
う
。

■
事
業
計
画

（
1
）和
食
教
育
の
充
実

　
①
学
校
教
育
全
体
に
お
け
る
和
食
教
育
を

推
進
す
る
。

　
②
和
食
料
理
人
に
よ
る
保
護
者
講
演
会
を

行
う
。

　
③
親
子
料
理
教
室
を
開
催
す
る
。

　
④
三
谷
小
雑
煮
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
・
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
。

（
2
）国
産
食
材
を
活
用
し
た
和
食
給
食
の

充
実

　
①
和
食
給
食
を
増
や
す
。

　
②
和
食
料
理
人
と
連
携
し
た
和
食
給
食
献

立
を
開
発
す
る
。

　
③
地
産
地
消
を
導
入
し
、
国
産
比
率
の
向

上
を
図
る
。

（
3
）和
食
食
材
の
栽
培

　
①
全
学
年
で
和
食
食
材
の
栽
培
を
進
め
る
。

（
三
谷
小
収
穫
祭
で
使
用
）

　
②
保
護
者
に
よ
る
家
庭
で
の
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
の
推
奨
を
行
う
。

　
③
地
域
の
農
家
・
都
立
農
芸
高
校
と
の
連

携
を
行
う
。

（
4
）食
と
農
水
産
業
に
関
わ
る
方
々
と
の

交
流

　
①
忍
野
村
に
お
け
る
田
植
え
、
稲
刈
り
、

夏
野
菜
収
穫
の
体
験
を
行
う
。

　
②
水
産
業
に
関
わ
る
人
と
の
交
流
を
行
う
。

（
5
）地
域
へ
の
発
信

　
①
学
年
園
で
と
れ
た
も
の
を
地
域
に
販
売

す
る
。

　
②
三
谷
祭
に
て
忍
野
村
の
と
う
も
ろ
こ
し
、

北
海
道
天
塩
町
の
鮭
の
あ
ら
汁
を
提
供
す
る
。

　
③
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。（
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、さ
ん
や
ニ
ュ
ー
ス
、早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、三
谷
小
雑
煮
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、

和
食
給
食
レ
シ
ピ
）

■
具
体
的
な
実
践
例

　
学
校
教
育
全
体
に
お
け
る
和
食
教
育
と
し

て
、
低
学
年
で
は
生
活
科
、
中
学
年
以
上
で

は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
単
元
計

画
を
立
て
食
育
に
関
わ
る
単
元
を
構
成
し
、

探
究
学
習
を
通
し
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
給

食
指
導
の
一
貫
と
し
て
夏
休
み
に
食
育
の
課

題
と
し
て「
わ
が
家
の
和
食
朝
ご
は
ん
づ
く

り
」、
冬
休
み
に「
お
い
し
い
！
大
好
き
！

み
そ
汁
大
募
集
」を
出
し
、
意
欲
を
高
め
た
。

（
1
）総
合
的
な
学
習
の
時
間
：

3
年「
み
そ
を
作
ろ
う
」

ね
ら
い

　
全
校
の
取
組
と
し
て
2
学
期
は
み
そ
汁
に

重
点
を
置
き
、
3
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
は
大
豆
の
栽
培
、
味
噌
作
り
体
験
、
収
穫

祭
を
通
し
、
食
材
と
し
て
の
大
豆
、
タ
ン
パ

ク
質
や
み
そ
汁
の
栄
養
価
に
つ
い
て
探
究
学

習
を
通
し
て
学
ば
せ
る
。

内
　
容

　
大
豆
を
煮
て
、
つ
ぶ
し
米
麹
と
塩
を
混
ぜ

て
樽
に
詰
め
た
。
毎
月
様
子
を
確
認
し
、
12

月
に
味
噌
が
完
成
し
た
。
12
月
12
日
、
収
穫

祭
で
み
そ
汁
に
て
味
わ
っ
た
。

効
　
果
　

　
6
月
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、3
年
が
み
そ

汁
を
飲
ん
で
く
る
割
合
が
18
・
2
％
で
あ
っ

た
が
12
月
に
実
施
し
た
食
事
調
査
で
は
32
％

と
な
り
11
・
8

ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。
こ
の
結

果
は
、
3
年
が

一
番
高
い
上
昇

と
な
っ
た
。

67
・
1
％（
11
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
加
）で
あ
っ

た
。
朝
食
で
は
目
標
値
の
50
％
に
達
し
な
か

っ
た
が
、夕
食
で
は
目
標
値
60
％
に
達
し
た
。

学
校
給
食
の
和
食
率
は
、73・3
％
と
な
っ
た
。

（
2
）和
食
を
推
進
す
る
こ
と
で
社
会
性
の
向

上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
に
つ
な
げ
る

　
児
童
の
生
活
リ
ズ
ム
と
社
会
性
の
調
査
を

3
回
、
保
護
者
の
食
事
調
査
2
回
、
近
隣
校

と
の
比
較
等
を
含
め
デ
ー
タ
分
析
を
行
っ
た
。

　
①
児
童
の
調
査
で
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
検
定

で
分
析
を
行
っ
た
。

・
生
活
リ
ズ
ム
の
指
標
合
計
80
項
目
中
25
％

に
有
意
差
が
確
認
さ
れ
た
。

・
社
会
性
に
関
し
て
は
合
計
60
項
目
中

28・8
％
が
同
様
に
有
意
差
を
確
認
で
き
た
。

・
和
食
と
の
関
連
か
ら
見
る
と
、
ラ
ベ
ル
の

産
地
を
見
て
買
う
。
旬
の
食
材
を
購
入
し
、

行
事
に
ち
な
ん
だ
食
事
を
す
る
と
い
う
項
目

に
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
和
食
文

化
が
児
童
に
社
会
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
◎
本
調
査
で
は
、
食
を
通
し
た
教
育
活
動

の
結
果
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
と
社
会
性
の
向
上

が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
和
食
と
の
関
連
で

は
い
く
つ
か
の
項
目
で
つ
な
が
り
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

　
②
家
庭
で
の
食
事
に
つ
い
て
2
回
の
調
査
、

23
項
目
中
で
有
意
差
が
あ
る
か
ど
う
か
ｔ
検

定
で
の
分
析
を
行
っ
た
。

・
そ
の
結
果
有
意
差
が
見
ら
れ
た
も
の
が
18

項
目
確
認
さ
れ
た
。

　
全
体
的
に「
よ
い
方
向
」へ
の
変
化
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
み
そ
汁
を
作
る

よ
う
に
な
っ
た
」「
食
事
時
間
が
早
く
な
っ
た
」

「
朝
食
を
作
る
人
の
起
床
時
間
が
早
く
な
っ

た
」な
ど
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
を
寄
与
す
る

家
庭
生
活
を
営
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

・
日
常
の
教
育
活
動
で
、
児
童
の
食
に
対
す

る
気
持
ち
や
和
食
へ
の
意
識
が
家
庭
に
伝
搬

し
、
啓
発
活
動
と
し
て
家
庭
で
の
具
体
的
行

動
変
容
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
◎
本
調
査
で
は
学
校
で
の
和
食
推
進
の
取

組
が
社
会
性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
③
対
象
校
と
の
比
較
で
は
、
同
様
の
調
査

を
同
地
区
内
の
小
学
校
で
行
い
比
較
検
討

し
た
。

・
全
体
の
35
項
目
中
7
項
目
に
つ
い
て
有
意

な
差
が
見
ら
れ
た
。

・「
ご
は
ん
、
味
噌
汁
の
茶
碗
の
正
し
い
置

き
方
」「
行
事
食
を
食
べ
ま
す
か
」と
い
う
和

食
を
生
か
す
、
ま
た
は
生
か
し
た
指
標
に
有

意
な
差
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
校
の

取
組
が
知
識
・
理
解
を
通
し
て
、興
味
関
心
、

意
欲
態
度
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

今
後
も
大
切
な
指
導
で
あ
る
と
確
信
で
き
た
。

・
行
事
食
に
つ
い
て
も
学
校
給
食
が
行
事
を

意
識
し
た
献
立
作
成
を
行
う
こ
と
の
重
要
性

が
み
ら
れ
る
。

・
様
々
な
取
組
み
に
よ
り
児
童
に
与
え
た
影

響
が
家
庭
に
も
広
が
り
、
生
活
リ
ズ
ム
・
社

会
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

・
本
調
査
は
学
校
で
の
和
食
推
進
の
取
組
が
、

対
象
校
と
比
較
す
る
こ
と
で
効
果
が
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。

（
3
）結
論

　
本
研
究
活
動
に
つ
い
て
、

　
①
質
問
紙
調
査
に
よ
る
結
果
は「
学
校
・

家
庭
で
の
和
食
推
進
の
取
組
を
通
し
た
社
会

性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
」を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
②
評
価
指
標
と
し
て
挙
げ
た
項
目
に
つ
い

て
和
食
推
進
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
対
象
校

な
ど
の
比
較
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
③
家
庭
に
も
教
育
効
果
の
影
響
が
あ
り
、

学
校
・
家
庭
と
の
連
携
が
な
さ
れ
た
こ
と
も

確
認
で
き
た
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
報
告

会
を
次
年
度
の
11
月
20
日
に
本
校
で
行
う
。

今
ま
で
の
取
組
内
容
の
紹
介
や
学
校
給
食
の

様
子
、
生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

の
食
育
授
業
の
公
開
、
和
食
推
進
と
社
会
性

の
向
上
や
生
活
リ
ズ
ム
の
科
学
的
な
分
析
結

果
等
を
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
都
区
内
の

先
生
方
や
栄
養
職
員
の
方
々
、
地
域
保
護
者

の
方
々
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
少
し

で
も
本
校
の
取
組
が
都
内
の
食
育
の
推
進
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

チャンチャン焼きの調理実習（鮭の解体）
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（
2
）総
合
的
な
学
習
の
時
間
：

5
年「
わ
れ
ら
ふ
る
里
の
味
調
査
隊
」

ね
ら
い

　
鮭
の
一
生
に
つ
い
て
生
態
を
知
り
、
食
材

と
し
て
の
い
の
ち
を
学
ば
せ
る
。
北
海
道
の

郷
土
料
理「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
」を
調
理

実
習
を
と
お
し
て
探
究
活
動
を
行
い
、
今
後

の
課
題
設
定
に
つ
な
げ
る
。

　
漁
業
に
従
事
す
る
方
の
話
を
聞
き
、
食
材

を
つ
く
る
、獲
る
、育
て
る
苦
労
を
知
ら
せ
る
。

内
　
容
　

　
北
海
道
天
塩
町
か
ら
漁
師
さ
ん
に
来
て
も

ら
い
、
鮭
を
解
体
す
る
。

　
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
の
調
理
実
習
を
す
る
。

　
漁
師
さ
ん
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
、

自
分
の
も
つ
課
題
に
迫
る
。

効
　
果
　

　
全
て
北
海
道
の
食
材
を
用
意
し
て
い
た
だ

き
、本
場
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
を
実
習
し
、

人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
命
を
も
ら
っ
て

い
る
こ
と
に
気
付
き
、
食
材
を
無
駄
に
し
な

い
よ
う
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
3
）教
科
外
の
指
導
：

給
食
時
間
に
お
け
る
指
導

①
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
給
食

ね
ら
い

　
正
し
い
配
膳
の
仕
方
を
覚
え
る
。

内
　
容

　
学
校
で
主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
が
わ

か
る
よ
う
な
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
作
成
し
、

毎
月
月
初
め
に
給
食
時
に
実
際
に
給
食
の
食

器
を
置
き
、主
食
・
主
菜
・
副
菜
・
汁
物
を

置
き
、
食
器
の
置
き
方
を
確
認
し
て
い
る
。

効
　
果

　
正
し
く
食
器
が
置
け
る
児
童
が
約
9
割
に

な
っ
た
。

②
和
食
給
食
を
70
％

　
和
食
給
食
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
家
庭

で
の
和
食
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
和

食
給
食
を
70
％
に
増
や
し
た
。

　
そ
の
結
果
、

・
和
食
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

旬
の
魚（
キ
ビ
ナ
ゴ
、
か
つ
お
、
鯵
、
鮭
、

ホ
ッ
ケ
、
チ
カ
、
桜
え
び
、
鰤
な
ど
）の
使

用
割
合
が
高
く
な
り
、
季
節
感
が
出
せ
る
よ

さ
が
生
ま
れ
た
。

・
和
食
給
食
が
増
え
た
こ
と
で
家
庭
で
の
和

食
率
に
向
上
が
み
ら
れ
た
。
児
童
の「
一
週

間
食
事
調
査
」か
ら
6
月
の
朝
食
の
和
食
率

は
28
・
3
％
で
あ
っ
た
が
、
12
月
の
調
査
で

は
40
％
と
12
・
7
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

（
本
校
で
の
和
食
は
、
ご
は
ん
と
汁
物
、
ご

は
ん
に
合
う
和
の
お
か
ず
、
ま
た
は
、
ご
は

ん
と
ご
は
ん
に
合
う
和
の
お
か
ず
2
品
以
上

と
規
定
し
て
い
る
。）

・
和
食
給
食
は
、
5
年
生
の
社
会
科
の
学
習

や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
関
連
も
あ
り

教
科
と
の
関
連
も
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

（
毎
回
給
食
指
導
に
生
か
す「
一
口
メ
モ
」に

も
引
用
し
、
学
び
に
活
用
）

・
和
食
給
食
が
多
く
な
る
と
残
菜
が
多
く
な

る
と
い
う
報
告
も
あ
る
が
、
本
校
で
は
、
昨

年
よ
り
残
菜
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

■
成
果
と
課
題

　「
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
」で
は
、
科

学
的
な
分
析
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

女
子
栄
養
大
学
に
分
析
を
依
頼
し
た
。

（
1
）事
業
目
標
…
学
校
給
食
の
和
食
割
合

70
％
、
家
庭
で
の
和
食
朝
食
50
％
、

和
食
夕
食
60
％

　
6
月
か
ら
12
月
ま
で
の
5
ヶ
月
間
、
3
年

生
〜
6
年
生
を
対
象
に
食
事
調
査
を
実
施
し

検
討
。
そ
の
結
果
、
朝
食
の
和
食
の
割
合
は

朝
食
で
28
・
3
％
か
ら
40
・
0
％（
11
・
7
ポ

イ
ン
ト
増
加
）。
夕
食
で
は
56
・
0
％
か
ら

■
目
指
す
方
向
性

　
副
校
長
先
生
か
ら「
食
に
対
す
る
能
動
的

な
姿
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
食
を
楽
し

む
」こ
と
が
重
要
だ
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
子
ど
も
の
姿
を
期

待
し
て
研
究
を
進
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

●
画
一
的
に
与
え
ら
れ
た
量
を
食
べ
る
の
で

は
な
く
、
味
や
栄
養
、
自
分
で
食
べ
ら
れ
る

量
に
つ
い
て
考
え
て
食
べ
る
。

●
食
べ
た
こ
と
が
な
い
も
の
や
食
べ
な
れ
て

い
な
い
も
の
、
嫌
い
な
も
の
で
も
少
し
ず
つ

食
べ
よ
う
と
い
う
意
識
を
も
つ
。

●
人
に
よ
っ
て
味
の
好
み
の
違
い
や
、
文
化

の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
尊
重
す
る
。

●
食
に
対
し
て
興
味
を
も
ち
、
日
常
か
ら
情

報
を
取
り
込
む
意
識
を
も
つ
。
何
よ
り
、
食

を
楽
し
む
気
も
ち
を
も
つ
。

　
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
示
し
、
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。

■
指
標
作
成
と

Ｓ
Ｓ
Ｓ
評
価
の
た
め
の
取
組

　
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
委
託
を
受
け
、
同
校
の
食
に
関

す
る
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
研
究
成

果
を
評
価
す
る
た
め
に
指
標
作
成
を
行
い
、

こ
れ
ら
一
連
の
調
査
や
分
析
に
関
し
て
は
、

赤
松
先
生
の
研
究
室
と
の
連
携
で
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

・
教
員
に
対
す
る
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

・
学
年
ご
と
の
話
し
合
い

・
児
童
の
体
格
、
骨
密
度
、
運
動
量
調
査

・
児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
食
行
動
調
査

（
年
間
2
回
）

・
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
年
間
2
回
）

・
近
隣
校
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
1
回
）

・
2
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ク
ロ
ス
集

計
、
比
較
分
析（
1
回
）

　
各
学
年
の
、
体
験
を
多
く
取
り

入
れ
た
食
に
関
す
る
取
り
組
み
を

聞
い
て
、
そ
れ
ら
を
単
な
る
イ
ベ

ン
ト
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

様
々
な
活
動
と
関
連
づ
け
て
行
う

こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
食
に
対

す
る
能
動
的
な
姿
を
育
て
る
基
礎

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
を
通

し
て
、
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
、
相
手
を
理
解
す
る
心
を
育

て
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
性
が
育

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
お
話

し
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
実
践
の

中
か
ら
二
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
給
食
委
員
会
の
取
組

　
給
食
委
員
会
で
は
献
立
を
考
え

実
際
に
給
食
と
し
て
提
供
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
献

立
の
テ
ー
マ
や
食
材
に
何
を
使
う

か
な
ど
い
ろ
い
ろ
議
論
し
な
が
ら
、

栄
養
価
を
調
べ
調
整
し
て
メ
ニ
ュ

ー
を
決
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

2
月
に
は「
紅
白
給
食
合
戦
」と
い
う
テ
ー

マ
で
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
、
赤
い
食
材
を

使
っ
た
献
立
、
白
い
食
材
を
使
っ
た
献
立
が

2
日
間
に
分
け
て
登
場
し
ま
し
た
。
こ
の
赤

と
白
の
献
立
は
子
ど
も
の
発
想
が
素
晴
ら
し

く
、
赤
の
献
立
は
洋
食
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

ト
マ
ト
ラ
イ
ス
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
か
け
、
カ

ラ
フ
ル
サ
ラ
ダ
、
イ
チ
ゴ
、
白
の
献
立
は
和

食
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ご
飯
、
銀
ダ
ラ
の
西
京

焼
き
、
白
と
緑
の
盛
り
合
わ
せ
、
白
野
菜
の

み
そ
汁
で
し
た
。
取
材
を
行
っ
た
日
は
、
白

の
献
立
が
提
供
さ
れ
た
日
で
、
と
て
も
美
味

し
く
頂
き
ま
し
た
。

　
5
年
生
の
給
食
の
様
子
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
紅
白
の
献
立
の
ど
ち
ら

が
良
か
っ
た
か
、
給
食
委
員
が
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
圧
倒
的
に
赤
の
献
立

が
人
気
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
食
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

■
Ｄ
Ｖ
Ｄ
　
給
食
室
を
の
ぞ
い
て

み
よ
う（
片
づ
け
編
）の
製
作

　
作
成
の
き
っ
か
け
は
、
給
食
時
の
子
ど
も

の
後
片
づ
け
に
つ
い
て
教
員
か
ら
次
の
よ
う

な
声
が
挙
が
っ
た
こ
と
で
し
た
。

●
お
皿
の
上
に
食
べ
か
す
が
残
っ
た
ま
ま
、

お
皿
を
重
ね
て
し
ま
う
子
ど
も
が
い
る
。

●
子
ど
も
が
食
べ
終
わ
っ
た
茶
わ
ん
に
、
た

く
さ
ん
の
米
粒
が
つ
い
て
い
る
。

●
使
っ
た
お
皿
が
、
ど
の
よ
う
に
洗
浄
さ
れ
、

翌
日
も
使
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
意
識

さ
せ
た
い
。

●
衛
生
的
な
配
慮
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

　
そ
こ
で
、
栄
養
教
諭
が
給
食
室
の
片
づ
け

ビ
デ
オ
を
撮
影
し
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の

院
生
が
編
集
、
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
て
、
栄

養
教
諭
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
て
作
っ
た

そ
う
で
す
。
映
像
は
、
朝
の
時
間
や
給
食
時

間
に
み
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
5
分
程
度
に

編
集
さ
れ
、
各
学
級
で
の
指
導
の
他
、
給
食

時
間
に
校
内
一
斉
放
送
で
も
視
聴
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
皿
や
食
缶

が
手
作
業
で
洗
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
1
日

に
学
校
全
体
で
使
う
お
皿
の
枚
数
に
驚
い
て

い
た
そ
う
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
給
食
に
携
わ
る「
人
」に
意
識
が
向

い
て
、
教
室
で
の
片
づ
け
が
丁
寧
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
お
聞
き
し
て
、
日
頃
か

ら
食
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
等
を「
食
を

楽
し
み
」な
が
ら
理
解
し
て
い
く
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
分
析
結

果
に
つ
い
て
は
、
近
々
報
告
書
が
出

さ
れ
ま
す
。

■
は
じ
め
に

　
平
成
20
年
度
よ
り
学
校
と
し
て
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
国
内
産
を
使
用
し
て
い
く
こ
と

を
推
進
し
、
国
産
の
食
材
の
み
で
作
る
国
産

給
食
を
実
施
し
て
い
る
。さ
ら
に
、「
和
食
」の

時
は
国
産
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
安

全
安
心
な「
和
食
給
食
」を
提
供
し
て
き
た
。

　
こ
の
間
、
栄
養
教
諭
の
指
導
の
も
と「
給

食
」を
教
材
と
し
て
、
1
・
2
年
で
は
栽
培

活
動
を
、
3
年
か
ら
は
総
合
的
な
学
習
の
時

間
や
特
別
活
動
を
中
心
に
、
栽
培
活
動
や
体

験
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
食
育
」

が「
活
動
」に
終
始
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
見
ら
れ
、
栽
培
や
体
験
そ
の
も
の
が「
食

育
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
興
味
・
関

心
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
食
育
と
は
、
栽
培
や
体
験
活
動
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
押
さ
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
給
食
は
食
材
を
通
し
て
の
学
び
で
あ
り
、

「
い
の
ち
」の
学
習
教
材
と
し
て
具
体
的
な

場
面
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
食
育
の
授
業
を

一
部
に
組
み
込
み
、
イ
ベ
ン
ト
化
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
は
な
く
、
食
育
を
学
校
経
営
の
重

点
に
置
き
、
学
習
と
し
て
生
活
科
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
単
元
化
を
図
っ
た
り
、
そ

の
中
で
積
極
的
に
課
題
を
も
た
せ
た
り
、
各

教
科
、学
校
行
事
、学
級
活
動
で「
生
き
る
力
」

の
基
礎
と
な
る
取
組
み
を
す
る
こ
と
で
具
現

化
が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、児
童
の
生
活
の
か
な
め
で
あ
り
、

生
き
る
力
の
基
礎
と
も
な
る「
食
生
活
」は
、

家
庭
の
中
で「
大
人
の
夜
型
」の
生
活
リ
ズ

ム
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
健
全
な

成
長
を
図
る
た
め
の
実
践
は
薄
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

　「
文
部
科
学
省
：
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー

ル
事
業
」に
お
い
て
、
積
極
的
な
取
組
み
を

行
う
こ
と
で「
家
庭
で
の
実
践
」へ
一
石
を

投
じ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
考
え
て
み
た
。

　「
食
育
」に
向
け
て
の
保
護
者
・
地
域
の

意
識
変
革
を
図
り
、
健
全
育
成
に
関
わ
る
こ

と
へ
の
重
要
性
を
啓
発
し
つ
つ
、
児
童
の
学

び
や
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
が
少
し
で
も
図
れ

れ
ば
、
学
力
向
上
の
基
盤
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。

　「
学
校
・
家
庭
で
の
和
食
推
進
の
取
組
み

を
通
し
た
社
会
性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の

改
善
」を
テ
ー
マ
と
し
、
事
業
の
目
標
を

　
①
家
庭
の
中
で「
食
の
欧
米
化
」が
進
む
今
、

学
校
給
食
や
地
域
生
産
者
と
の
交
流
を
通
し

て
、
和
食
の
大
切
さ
、
国
産
食
材
の
大
切
さ

を
児
童
・
家
庭
に
理
解
さ
せ
る
。

　
②
学
校
給
食
の
和
食
割
合
を
70
％
、
家
庭

で
の
和
食
朝
食
の
割
合
を
50
％
、
和
食
夕
食

の
割
合
を
60
％
と
す
る
。

　
③
和
食
を
中
心
と
し
た
食
育
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
家
庭
を
巻
き
込
ん
だ
食
育
を
展
開

し
、
児
童
の
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
改
善

を
目
指
し
、
感
謝
す
る
心
や
国
を
愛
す
る
等

の
社
会
性
の
正
の
効
果
を
検
証
す
る
。

　
評
価
指
標
を

　
①
和
食
教
育
を
推
進
し
、
ご
は
ん
朝
食
を

増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
早
寝
早
起
き
を
増
や

し
、
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
る

こ
と
を
検
証
す
る
。

　
②
生
産
体
験
を
児
童
と
保
護
者
が
共
に
体

験
す
る
機
会
を
増
や
し
、
感
謝
す
る
心
や
国

を
愛
す
る
心
、
あ
い
さ
つ
や
協
働
す
る
大
切

さ
な
ど
を
通
し
、
社
会
性
の
向
上
が
ど
れ
く

ら
い
図
れ
る
か
を
調
査
し
て
い
く
。

　
③
学
校
給
食
の
和
食
の
割
合
を
増
や
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
児
童
・
保
護
者
の
和
食
の
関

心
を
高
め
、
朝
食
の
和
食
の
割
合
、
夕
食
の

和
食
の
割
合
の
増
加
を
図
る
。

　
④
給
食
の
国
産
食
材
使
用
率
を
90
％
以
上

と
し
、
地
産
地
消
等
日
本
の
自
給
率
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
。

評
価
方
法

　
拠
点
校
に
お
け
る
時
系
列
的
変
化
を
活
用

し
た
統
計
分
析
。
拠
点
校
と
近
隣
校
の
比
較

的
対
照
試
験
等
の
手
法
に
お
け
る
統
計
分
析

を
行
う
。

■
事
業
計
画

（
1
）和
食
教
育
の
充
実

　
①
学
校
教
育
全
体
に
お
け
る
和
食
教
育
を

推
進
す
る
。

　
②
和
食
料
理
人
に
よ
る
保
護
者
講
演
会
を

行
う
。

　
③
親
子
料
理
教
室
を
開
催
す
る
。

　
④
三
谷
小
雑
煮
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
・
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
。

（
2
）国
産
食
材
を
活
用
し
た
和
食
給
食
の

充
実

　
①
和
食
給
食
を
増
や
す
。

　
②
和
食
料
理
人
と
連
携
し
た
和
食
給
食
献

立
を
開
発
す
る
。

　
③
地
産
地
消
を
導
入
し
、
国
産
比
率
の
向

上
を
図
る
。

（
3
）和
食
食
材
の
栽
培

　
①
全
学
年
で
和
食
食
材
の
栽
培
を
進
め
る
。

（
三
谷
小
収
穫
祭
で
使
用
）

　
②
保
護
者
に
よ
る
家
庭
で
の
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
の
推
奨
を
行
う
。

　
③
地
域
の
農
家
・
都
立
農
芸
高
校
と
の
連

携
を
行
う
。

（
4
）食
と
農
水
産
業
に
関
わ
る
方
々
と
の

交
流

　
①
忍
野
村
に
お
け
る
田
植
え
、
稲
刈
り
、

夏
野
菜
収
穫
の
体
験
を
行
う
。

　
②
水
産
業
に
関
わ
る
人
と
の
交
流
を
行
う
。

（
5
）地
域
へ
の
発
信

　
①
学
年
園
で
と
れ
た
も
の
を
地
域
に
販
売

す
る
。

　
②
三
谷
祭
に
て
忍
野
村
の
と
う
も
ろ
こ
し
、

北
海
道
天
塩
町
の
鮭
の
あ
ら
汁
を
提
供
す
る
。

　
③
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。（
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、さ
ん
や
ニ
ュ
ー
ス
、早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、三
谷
小
雑
煮
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、

和
食
給
食
レ
シ
ピ
）

■
具
体
的
な
実
践
例

　
学
校
教
育
全
体
に
お
け
る
和
食
教
育
と
し

て
、
低
学
年
で
は
生
活
科
、
中
学
年
以
上
で

は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
単
元
計

画
を
立
て
食
育
に
関
わ
る
単
元
を
構
成
し
、

探
究
学
習
を
通
し
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
給

食
指
導
の
一
貫
と
し
て
夏
休
み
に
食
育
の
課

題
と
し
て「
わ
が
家
の
和
食
朝
ご
は
ん
づ
く

り
」、
冬
休
み
に「
お
い
し
い
！
大
好
き
！

み
そ
汁
大
募
集
」を
出
し
、
意
欲
を
高
め
た
。

（
1
）総
合
的
な
学
習
の
時
間
：

3
年「
み
そ
を
作
ろ
う
」

ね
ら
い

　
全
校
の
取
組
と
し
て
2
学
期
は
み
そ
汁
に

重
点
を
置
き
、
3
年
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
は
大
豆
の
栽
培
、
味
噌
作
り
体
験
、
収
穫

祭
を
通
し
、
食
材
と
し
て
の
大
豆
、
タ
ン
パ

ク
質
や
み
そ
汁
の
栄
養
価
に
つ
い
て
探
究
学

習
を
通
し
て
学
ば
せ
る
。

内
　
容

　
大
豆
を
煮
て
、
つ
ぶ
し
米
麹
と
塩
を
混
ぜ

て
樽
に
詰
め
た
。
毎
月
様
子
を
確
認
し
、
12

月
に
味
噌
が
完
成
し
た
。
12
月
12
日
、
収
穫

祭
で
み
そ
汁
に
て
味
わ
っ
た
。

効
　
果
　

　
6
月
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、3
年
が
み
そ

汁
を
飲
ん
で
く
る
割
合
が
18
・
2
％
で
あ
っ

た
が
12
月
に
実
施
し
た
食
事
調
査
で
は
32
％

と
な
り
11
・
8

ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
た
。
こ
の
結

果
は
、
3
年
が

一
番
高
い
上
昇

と
な
っ
た
。

　
今
年
度
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
食
育
ス

ク
ー
ル（
以
下
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）の
委
託
を
受
け
ら

れ
た
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
に
、

そ
の
取
組
内
容
を
う
か
が
う
た
め
訪
問
し
ま

し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
食
に
対
し
て
能
動
的
な
児
童

を
育
て
る
」と
設
定
さ
れ
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｉ

Ｋ
Ｕ
を
学
校
全
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
様

子
を
、
神
戸
副
校
長
先
生
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
教
授
赤
松
先
生
、
栄
養
教
諭
足
立
先
生

に
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
テ
ー
マ
設
定
と
研
究
内
容

　「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え
た
時
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
体
を
大
切
に
感
じ
、
食
や

健
康
に
関
心
と
興
味
を
も
ち
、
自
分
で
食
べ

る
も
の
を
考
え
、
選
び
、
作
る
態
度
を
養
う

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
即
ち
、
食
に
対
し
て

主
体
的
に
関
り
、
積
極
的
に
食
に
取
り
組
む

こ
と
が
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
だ
と
考

え
る
。
そ
れ
ら
を
包
括
的
に『
食
に
対
し
て

能
動
的
な
児
童
を
育
て
る
』と
と
ら
え
、
そ

の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

す
。」と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
校
の
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
に
関
す
る
学

習
は
、
創
造
活
動
や
各
教
科
で
実
体
験
に
基

づ
く
活
動
な
ど
が
多
く
行
わ
れ
て
お
り
、
給

食
で
は
毎
日
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
わ
る
話
を
パ

ク
パ
ク
通
信
と
し
て
発
行
、
特
別
活
動
で
の

縦
割
り
班
を
活
か
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。ま
た
栄
養
教
諭
の
専
門
性
を
活
か
し
、

担
任
と
の
協
同
に
よ
る
食
育
の
授
業
、
外
部

講
師
を
招
い
て
の
味
覚
の
授
業
等
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん
だ
1
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

67
・
1
％（
11
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
加
）で
あ
っ

た
。
朝
食
で
は
目
標
値
の
50
％
に
達
し
な
か

っ
た
が
、夕
食
で
は
目
標
値
60
％
に
達
し
た
。

学
校
給
食
の
和
食
率
は
、73・3
％
と
な
っ
た
。

（
2
）和
食
を
推
進
す
る
こ
と
で
社
会
性
の
向

上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
に
つ
な
げ
る

　
児
童
の
生
活
リ
ズ
ム
と
社
会
性
の
調
査
を

3
回
、
保
護
者
の
食
事
調
査
2
回
、
近
隣
校

と
の
比
較
等
を
含
め
デ
ー
タ
分
析
を
行
っ
た
。

　
①
児
童
の
調
査
で
は
フ
リ
ー
ド
マ
ン
検
定

で
分
析
を
行
っ
た
。

・
生
活
リ
ズ
ム
の
指
標
合
計
80
項
目
中
25
％

に
有
意
差
が
確
認
さ
れ
た
。

・
社
会
性
に
関
し
て
は
合
計
60
項
目
中

28・8
％
が
同
様
に
有
意
差
を
確
認
で
き
た
。

・
和
食
と
の
関
連
か
ら
見
る
と
、
ラ
ベ
ル
の

産
地
を
見
て
買
う
。
旬
の
食
材
を
購
入
し
、

行
事
に
ち
な
ん
だ
食
事
を
す
る
と
い
う
項
目

に
有
意
差
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
和
食
文

化
が
児
童
に
社
会
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。

　
◎
本
調
査
で
は
、
食
を
通
し
た
教
育
活
動

の
結
果
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
と
社
会
性
の
向
上

が
見
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
和
食
と
の
関
連
で

は
い
く
つ
か
の
項
目
で
つ
な
が
り
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

　
②
家
庭
で
の
食
事
に
つ
い
て
2
回
の
調
査
、

23
項
目
中
で
有
意
差
が
あ
る
か
ど
う
か
ｔ
検

定
で
の
分
析
を
行
っ
た
。

・
そ
の
結
果
有
意
差
が
見
ら
れ
た
も
の
が
18

項
目
確
認
さ
れ
た
。

　
全
体
的
に「
よ
い
方
向
」へ
の
変
化
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
み
そ
汁
を
作
る

よ
う
に
な
っ
た
」「
食
事
時
間
が
早
く
な
っ
た
」

「
朝
食
を
作
る
人
の
起
床
時
間
が
早
く
な
っ

た
」な
ど
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
を
寄
与
す
る

家
庭
生
活
を
営
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

・
日
常
の
教
育
活
動
で
、
児
童
の
食
に
対
す

る
気
持
ち
や
和
食
へ
の
意
識
が
家
庭
に
伝
搬

し
、
啓
発
活
動
と
し
て
家
庭
で
の
具
体
的
行

動
変
容
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
◎
本
調
査
で
は
学
校
で
の
和
食
推
進
の
取

組
が
社
会
性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善

に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

　
③
対
象
校
と
の
比
較
で
は
、
同
様
の
調
査

を
同
地
区
内
の
小
学
校
で
行
い
比
較
検
討

し
た
。

・
全
体
の
35
項
目
中
7
項
目
に
つ
い
て
有
意

な
差
が
見
ら
れ
た
。

・「
ご
は
ん
、
味
噌
汁
の
茶
碗
の
正
し
い
置

き
方
」「
行
事
食
を
食
べ
ま
す
か
」と
い
う
和

食
を
生
か
す
、
ま
た
は
生
か
し
た
指
標
に
有

意
な
差
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
校
の

取
組
が
知
識
・
理
解
を
通
し
て
、興
味
関
心
、

意
欲
態
度
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

今
後
も
大
切
な
指
導
で
あ
る
と
確
信
で
き
た
。

・
行
事
食
に
つ
い
て
も
学
校
給
食
が
行
事
を

意
識
し
た
献
立
作
成
を
行
う
こ
と
の
重
要
性

が
み
ら
れ
る
。

・
様
々
な
取
組
み
に
よ
り
児
童
に
与
え
た
影

響
が
家
庭
に
も
広
が
り
、
生
活
リ
ズ
ム
・
社

会
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

・
本
調
査
は
学
校
で
の
和
食
推
進
の
取
組
が
、

対
象
校
と
比
較
す
る
こ
と
で
効
果
が
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。

（
3
）結
論

　
本
研
究
活
動
に
つ
い
て
、

　
①
質
問
紙
調
査
に
よ
る
結
果
は「
学
校
・

家
庭
で
の
和
食
推
進
の
取
組
を
通
し
た
社
会

性
の
向
上
と
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善
」を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
②
評
価
指
標
と
し
て
挙
げ
た
項
目
に
つ
い

て
和
食
推
進
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
対
象
校

な
ど
の
比
較
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
③
家
庭
に
も
教
育
効
果
の
影
響
が
あ
り
、

学
校
・
家
庭
と
の
連
携
が
な
さ
れ
た
こ
と
も

確
認
で
き
た
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
報
告

会
を
次
年
度
の
11
月
20
日
に
本
校
で
行
う
。

今
ま
で
の
取
組
内
容
の
紹
介
や
学
校
給
食
の

様
子
、
生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

の
食
育
授
業
の
公
開
、
和
食
推
進
と
社
会
性

の
向
上
や
生
活
リ
ズ
ム
の
科
学
的
な
分
析
結

果
等
を
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。
都
区
内
の

先
生
方
や
栄
養
職
員
の
方
々
、
地
域
保
護
者

の
方
々
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
少
し

で
も
本
校
の
取
組
が
都
内
の
食
育
の
推
進
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校

食
に
対
し
て
能
動
的
な
児
童
を
育
て
る

杉並区立 三谷小学校

ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
の
取
組

取
組

紹
介

取
組

紹
介

4



■
目
指
す
方
向
性

　
副
校
長
先
生
か
ら「
食
に
対
す
る
能
動
的

な
姿
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
食
を
楽
し

む
」こ
と
が
重
要
だ
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
子
ど
も
の
姿
を
期

待
し
て
研
究
を
進
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

●
画
一
的
に
与
え
ら
れ
た
量
を
食
べ
る
の
で

は
な
く
、
味
や
栄
養
、
自
分
で
食
べ
ら
れ
る

量
に
つ
い
て
考
え
て
食
べ
る
。

●
食
べ
た
こ
と
が
な
い
も
の
や
食
べ
な
れ
て

い
な
い
も
の
、
嫌
い
な
も
の
で
も
少
し
ず
つ

食
べ
よ
う
と
い
う
意
識
を
も
つ
。

●
人
に
よ
っ
て
味
の
好
み
の
違
い
や
、
文
化

の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
尊
重
す
る
。

●
食
に
対
し
て
興
味
を
も
ち
、
日
常
か
ら
情

報
を
取
り
込
む
意
識
を
も
つ
。
何
よ
り
、
食

を
楽
し
む
気
も
ち
を
も
つ
。

　
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
示
し
、
教
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。

■
指
標
作
成
と

Ｓ
Ｓ
Ｓ
評
価
の
た
め
の
取
組

　
Ｓ
Ｓ
Ｓ
の
委
託
を
受
け
、
同
校
の
食
に
関

す
る
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
研
究
成

果
を
評
価
す
る
た
め
に
指
標
作
成
を
行
い
、

こ
れ
ら
一
連
の
調
査
や
分
析
に
関
し
て
は
、

赤
松
先
生
の
研
究
室
と
の
連
携
で
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

・
教
員
に
対
す
る
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

・
学
年
ご
と
の
話
し
合
い

・
児
童
の
体
格
、
骨
密
度
、
運
動
量
調
査

・
児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
食
行
動
調
査

（
年
間
2
回
）

・
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
年
間
2
回
）

・
近
隣
校
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
1
回
）

・
2
回
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ク
ロ
ス
集

計
、
比
較
分
析（
1
回
）

　
各
学
年
の
、
体
験
を
多
く
取
り

入
れ
た
食
に
関
す
る
取
り
組
み
を

聞
い
て
、
そ
れ
ら
を
単
な
る
イ
ベ

ン
ト
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

様
々
な
活
動
と
関
連
づ
け
て
行
う

こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
食
に
対

す
る
能
動
的
な
姿
を
育
て
る
基
礎

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
を
通

し
て
、
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に

つ
け
、
相
手
を
理
解
す
る
心
を
育

て
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
性
が
育

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
お
話

し
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
実
践
の

中
か
ら
二
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
給
食
委
員
会
の
取
組

　
給
食
委
員
会
で
は
献
立
を
考
え

実
際
に
給
食
と
し
て
提
供
す
る
活

動
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
献

立
の
テ
ー
マ
や
食
材
に
何
を
使
う

か
な
ど
い
ろ
い
ろ
議
論
し
な
が
ら
、

栄
養
価
を
調
べ
調
整
し
て
メ
ニ
ュ

ー
を
決
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

2
月
に
は「
紅
白
給
食
合
戦
」と
い
う
テ
ー

マ
で
子
ど
も
た
ち
が
考
え
た
、
赤
い
食
材
を

使
っ
た
献
立
、
白
い
食
材
を
使
っ
た
献
立
が

2
日
間
に
分
け
て
登
場
し
ま
し
た
。
こ
の
赤

と
白
の
献
立
は
子
ど
も
の
発
想
が
素
晴
ら
し

く
、
赤
の
献
立
は
洋
食
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

ト
マ
ト
ラ
イ
ス
の
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
か
け
、
カ

ラ
フ
ル
サ
ラ
ダ
、
イ
チ
ゴ
、
白
の
献
立
は
和

食
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ご
飯
、
銀
ダ
ラ
の
西
京

焼
き
、
白
と
緑
の
盛
り
合
わ
せ
、
白
野
菜
の

み
そ
汁
で
し
た
。
取
材
を
行
っ
た
日
は
、
白

の
献
立
が
提
供
さ
れ
た
日
で
、
と
て
も
美
味

し
く
頂
き
ま
し
た
。

　
5
年
生
の
給
食
の
様
子
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
紅
白
の
献
立
の
ど
ち
ら

が
良
か
っ
た
か
、
給
食
委
員
が
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
圧
倒
的
に
赤
の
献
立

が
人
気
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
さ
に
食
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

■
Ｄ
Ｖ
Ｄ
　
給
食
室
を
の
ぞ
い
て

み
よ
う（
片
づ
け
編
）の
製
作

　
作
成
の
き
っ
か
け
は
、
給
食
時
の
子
ど
も

の
後
片
づ
け
に
つ
い
て
教
員
か
ら
次
の
よ
う

な
声
が
挙
が
っ
た
こ
と
で
し
た
。

●
お
皿
の
上
に
食
べ
か
す
が
残
っ
た
ま
ま
、

お
皿
を
重
ね
て
し
ま
う
子
ど
も
が
い
る
。

●
子
ど
も
が
食
べ
終
わ
っ
た
茶
わ
ん
に
、
た

く
さ
ん
の
米
粒
が
つ
い
て
い
る
。

●
使
っ
た
お
皿
が
、
ど
の
よ
う
に
洗
浄
さ
れ
、

翌
日
も
使
え
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
意
識

さ
せ
た
い
。

●
衛
生
的
な
配
慮
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

　
そ
こ
で
、
栄
養
教
諭
が
給
食
室
の
片
づ
け

ビ
デ
オ
を
撮
影
し
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
の

院
生
が
編
集
、
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
て
、
栄

養
教
諭
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
て
作
っ
た

そ
う
で
す
。
映
像
は
、
朝
の
時
間
や
給
食
時

間
に
み
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
5
分
程
度
に

編
集
さ
れ
、
各
学
級
で
の
指
導
の
他
、
給
食

時
間
に
校
内
一
斉
放
送
で
も
視
聴
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
皿
や
食
缶

が
手
作
業
で
洗
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
1
日

に
学
校
全
体
で
使
う
お
皿
の
枚
数
に
驚
い
て

い
た
そ
う
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
給
食
に
携
わ
る「
人
」に
意
識
が
向

い
て
、
教
室
で
の
片
づ
け
が
丁
寧
に
な
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
お
聞
き
し
て
、
日
頃
か

ら
食
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
等
を「
食
を

楽
し
み
」な
が
ら
理
解
し
て
い
く
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
分
析
結

果
に
つ
い
て
は
、
近
々
報
告
書
が
出

さ
れ
ま
す
。

　
今
年
度
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
食
育
ス

ク
ー
ル（
以
下
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）の
委
託
を
受
け
ら

れ
た
お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校
に
、

そ
の
取
組
内
容
を
う
か
が
う
た
め
訪
問
し
ま

し
た
。

　
テ
ー
マ
は「
食
に
対
し
て
能
動
的
な
児
童

を
育
て
る
」と
設
定
さ
れ
、
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｉ

Ｋ
Ｕ
を
学
校
全
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
様

子
を
、
神
戸
副
校
長
先
生
、
お
茶
の
水
女
子

大
学
教
授
赤
松
先
生
、
栄
養
教
諭
足
立
先
生

に
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
テ
ー
マ
設
定
と
研
究
内
容

　「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え
た
時
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
体
を
大
切
に
感
じ
、
食
や

健
康
に
関
心
と
興
味
を
も
ち
、
自
分
で
食
べ

る
も
の
を
考
え
、
選
び
、
作
る
態
度
を
養
う

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
即
ち
、
食
に
対
し
て

主
体
的
に
関
り
、
積
極
的
に
食
に
取
り
組
む

こ
と
が
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
だ
と
考

え
る
。
そ
れ
ら
を
包
括
的
に『
食
に
対
し
て

能
動
的
な
児
童
を
育
て
る
』と
と
ら
え
、
そ

の
よ
う
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
指

す
。」と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
校
の
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
に
関
す
る
学

習
は
、
創
造
活
動
や
各
教
科
で
実
体
験
に
基

づ
く
活
動
な
ど
が
多
く
行
わ
れ
て
お
り
、
給

食
で
は
毎
日
の
メ
ニ
ュ
ー
に
関
わ
る
話
を
パ

ク
パ
ク
通
信
と
し
て
発
行
、
特
別
活
動
で
の

縦
割
り
班
を
活
か
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。ま
た
栄
養
教
諭
の
専
門
性
を
活
か
し
、

担
任
と
の
協
同
に
よ
る
食
育
の
授
業
、
外
部

講
師
を
招
い
て
の
味
覚
の
授
業
等
、
意
欲
的

に
取
り
組
ん
だ
1
年
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

お茶の水女子大学附属小学校
取
組

紹
介

給食委員会の活動

献立を検討する給食委員会

紅白給食合戦（赤の献立）

DVD
給食室をのぞいてみよう

（片づけ編）
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行事名 主　催 期　日 開催場所

　
平
成
27
年
1
月
26
日（
月
）か
ら
30
日

（
金
）の
5
日
間
文
部
科
学
省
に
て
学
校
給

食
フ
ェ
ア
・
食
育
と
学
校
給
食
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
フ
ェ
ア
で
は
職
員
食
堂
に
お

い
て
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー
ル
で
提
供
さ

れ
て
い
る
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー
及
び
平
成

25
年
度
の
学
校
給
食
甲
子
園
の
優
勝
と
特

別
賞
の
入
賞
メ
ニ
ュ
ー
を
日
替
わ
り
で
提

供
さ
れ
ま
し
た
。
1
月
27
日
、
28
日
は
下

村
文
部
科
学
大
臣
を
は
じ
め
関
係
者
も
給

食
メ
ニ
ュ
ー
を
召
し
上
が
り
ま
し
た
。

　
食
育
と
学
校

給
食
展
で
は
食

育
の
パ
ネ
ル
や

各
県
の
地
場
産

物
の
展
示
、
学

校
給
食
用
物
資

の
サ
ン
プ
ル
配
布
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

国
学
校
給
食
連
合
会
と
本
会
か
ら
は
学
校

給
食
用
パ
ン（
丸
パ
ン
と
あ
し
た
ば
パ
ン
）

を
配
り
ま
し
た
。

　
1
月
26
日
に
は
ス
ー
パ
ー
食
育
ス
ク
ー

ル
事
業
の
事
例
発
表
会
が
行
わ
れ
、
東
京

都
杉
並
区
立
三
谷
小
学
校
、
静
岡
県
東
伊

豆
町
立
稲
取
中
学
校
・
県
立
稲
取
高
等
学

校
、
富
山
県
高
岡
市
立
二
塚
小
学
校
、
岡

山
県
倉
敷
市
立
西
阿
知
小
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
農
林
水
産
省
に
お

い
て
も
同
時
開
催
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
食
育
と
学
校
給
食
展
で
は
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
学
校
給
食
が
で
き
る
ま
で

の
パ
ネ
ル
や
絵
画
、
学
校
給

食
で
使
用
さ
れ
て
い
る
各
県

の
地
場
産
物
の
展
示
が
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
職
員
食
堂
で
は
地
産
地
消
給
食
等
メ
ニ

ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
メ
ニ
ュ
ー
や
本
年
度

の
学
校
給
食
地
場
食
材
利
用
拡
大
モ
デ
ル

事
業
で
開
発
さ
れ
た
学
校
給
食
メ
ニ
ュ
ー

を
基
に
し
た
ラ
ン
チ
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

食育講演会 東京都学校給食会 5月22日（金） 東京都学校給食会館

衛生管理推進研修会 東京都教育委員会 5月27日（水） 東京都教職員研修センター
視聴覚ホール

学校給食調理講習会 東京都学校給食会・東京都教育委員会 6月12日（金） 東京都学校給食会館
第10回食育推進全国大会 内閣府 6月20日（土）～21日（日） 東京都墨田区総合体育館
親子パンづくり教室 東京都学校給食会 7月23日（木） 東京都学校給食会館
第56回全国栄養教諭・学校栄養職員
研究大会 文部科学省 7月29日（水）～30日（木） 徳島県徳島市

アスティ徳島
食の安全に関する調理員講習会 独立行政法人　日本スポーツ振興センター 8月3日（月）～4日（火） 文部科学省　講堂

学校栄養職員等研修会 東京都教育委員会 8月6日（木）～7日（金） 東京都教職員研修センター
視聴覚ホール

学校給食パン講習会 東京都学校給食会・東京都教育委員会 8月6日（木）～7日（金） 東京都学校給食会館
フードシステムソリューション2015 9月30日（水）～10月2日（金） 東京ビッグサイト

食の安全に関する実技講習会 独立行政法人　日本スポーツ振興センター 10月 東京都学校給食会館
学校給食用物資工場見学 東京都学校給食会 10月1日（木）

衛生管理推進研修会 東京都教育委員会 10月22日（木） 東京都教職員研修センター
視聴覚ホール

第66回全国学校給食研究協議大会 文部科学省 11月5日（木）～6日（金） 高知県高知市
食物アレルギー研修① 東京都教育委員会 12月上旬

食物アレルギー研修② 東京都教育委員会 1月27日（水） 東京都教職員研修センター
視聴覚ホール

学校給食フェア・食育と学校給食展 文部科学省 1月学校給食週間

食に関する指導研修会 東京都教育委員会

※場所は変更になることがあります。

3月14日（月） 東京都研修センター
視聴覚ホール

平成27年度　学校給食関係行事予定

展示室※

食育関係大臣による昼食会※ 1月27日の学校給食メニュー

スーパー食育スクール事例発表会※

※

印
の
写
真
は
文
部
科
学
省
の
提
供
で
す
。
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　昆
布
は
日
本
の
食
文
化
の
代
表
と

さ
れ
る
食
品
の
ひ
と
つ
で
す
。
1
回

目
は
昆
布
の
種
類
と
特
徴
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。
今
回
は「
和
食
文
化
と

昆
布
に
つ
い
て
」お
伝
え
し
ま
す
。

　昔
か
ら
目
利
き
の
あ
る
食
品
と
し

て
、〝
昆
布
、
お
茶
、
の
り
〞の
3
点

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ

昆
布
で
も
、
産
地
、
昆
布
の
部
位
、

採
取
時
期
、
海
の
深
さ
、
乾
燥
方
法

な
ど
に
よ
り
、
2
万
通
り
の
規
格
に

細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
昆
布
の
生

産
方
式
、
食
べ
方
に
つ
い
て
は
、
有

史
以
前
よ
り
大
き
く
変
貌
は
あ
り
ま

せ
ん
。
昆
布
は
現
在
で
も
伝
統
的
な

要
素
が
重
ん
じ
ら
れ
、
そ
の
歴
史
を

知
る
事
も
和
食
文
化
を
知
る
に
あ
た

り
、重
要
な
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　昆
布
は
、
4
0
0
0
年
前
の
縄
文

時
代
か
ら
採
取
さ
れ
、
紀
元
前
に
中

国
の
皇
帝
が
東
海
の
蓬
莱
島（
日
本
と

言
わ
れ
て
い
る
）に「
不
老
長
寿
の
薬
」

と
し
て
昆
布
を
紹
介
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
昆
布
探
検
隊
を
出
す

ほ
ど
の
ブ
ー
ム
で
、
こ
の
探
検
隊（
徐

福
伝
説
な
ど
）が
日
本
に
稲
作
な
ど
の

弥
生
文
化
を
持
ち
込
ん
だ
と
日
本
各

地
に
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
本
の
流
通
史
と
昆
布

　鎌
倉
中
期
以
降
、
昆
布
の
交
易
船

が
北
海
道
の
松
前
と
本
州
の
間
を
盛

ん
に
行
き
交
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
昆
布
を
運
ん
だ
航
路
の
総
称
を

「
こ
ん
ぶ
ロ
ー
ド
」と
言
い
ま
す
。
平

安
時
代
7
世
紀
頃
か
ら
北
海
道
に
日

本
人
が
入
植
を
始
め
、
当
初
は
松
前

地
区
を
拠
点
と
し
、
こ
の
地
方
の
昆

布
に
適
し
た
食
べ
方
が
広
が
り
ま
し

た
。
更
に
日
本
海
側
、
青
森
、
秋
田
、

山
形
な
ど
、
ね
ば
ね
ば
の
松
前
昆
布

を
野
菜
と
絡
め
た〝
ね
ぶ
た
漬
け
、
山

形
だ
し
〞な
ど
独
特
の
使
用
方
法
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、

函
館
地
区
ま
で
入
植
が
始
ま
り
、
流

通
は
同
じ
日
本
海
ル
ー
ト
を
通
り
、

北
陸
ま
で
伸
び
て
い
き
ま
し
た
。
函

館
地
区
で
採
れ
る
真
昆
布
は
、
味
に

癖
が
な
く
、〝
お
だ
し
、
と
ろ
ろ
昆
布
〞

と
し
て
今
で
も
北
陸
人
を
魅
了
し
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
日

高
地
方
、
利
尻
地
方
ま
で
入
植
し
、

夏
の
穏
や
か
な
日
本
海
を
使
っ
た
北

前
船
と
呼
ば
れ
る
海
運
ル
ー
ト
が
発

達
し
、
諸
国
の
産
物
が
大
阪
、
江
戸

に
集
ま
り
始
め
ま
し
た
。
関
西
で
は

瀬
戸
内
海
の
煮
干
し
と
合
わ
せ
た
利

尻
昆
布
、
関
東
で
は
、
醤
油
な
ど
の

調
味
料
に
合
う
、
日
高
昆
布
が
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
明
治
維
新
と
昆
布

　江
戸
時
代
、
薩
摩
藩
は
琉
球
を
通

し
、
中
国
と
密
貿
易
を
し
て
い
ま
し

た
。
中
国
側
の
資
料
に
よ
る
と
、日
本

か
ら
の
輸
出
品
の
95
%
は
昆
布
で
し

た
。現
代
で
も
、
中
国
内
陸
部
で
は
、

昆
布
は
ヨ
ー
ド
分
の
補
給
に
欠
か
せ

な
い
食
品
で
す
。
反
対
に
中
国
か
ら

の
輸
入
品
は
、
漢
方
薬
の
原
料
が
あ

り
ま
す
。
薩
摩
藩
は
他
国
か
ら
の
出

入
り
を
大
き
く
規
制
し
て
い
ま
し
た

が
、
薩
摩
組
と
言
わ
れ
る
富
山
の
薬

商
人
達
の
町
が
あ
り
ま
し
た
。
富
山

の
薬
商
人
は
、
北
前
船
ル
ー
ト
で
得

た
昆
布
を
薩
摩
に
売
り
、
薬
の
原
料

を
得
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
薩

摩
藩
は
、
倒
幕
の
た
め
の
最
新
の
武

器
を
買
う
な
ど
、
次
第
に
大
き
な
力

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

富
山
の
薬
商
人
は
現
代
に
も
大
き
な

影
響
力
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
所
変
わ
れ
ば
、

食
べ
方
が
変
わ
る

　現
在
、韓
国
で
昆
布
は〝
出
し
昆
布
〞

と
し
て
使
わ
れ
、
中
国
で
は〝
刻
み
昆

布
〞が
野
菜
炒
め
と
し
て
食
べ
ら
れ
る

の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お

い
て
は
、
昆
布
の
食
べ
方
、
加
工
方

法
は
多
種
多
様
、〝
所
変
わ
れ
ば
、
食

べ
方
が
違
う
〞と
言
え
る
位
の
使
い
方

が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
、
青
森
県

は
津
軽
藩
と
南
部
藩
に
別
れ
て
お
り
、

日
本
海
側
の
津
軽
で
は
、
平
安
時
代

か
ら
の
昆
布
の
使
用
方
法
の
文
化
が
、

ま
た
、
太
平
洋
側
の
南
部
で
は
三
陸

海
岸
の
す
き
昆
布
を
食
べ
る
文
化
が
、

1
0
0
年
以
上
経
過
し
た
現
代
で
も

根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

▼
最
後
に

　明
治
33
年
重
要
輸
出
品
同
業
法
が

制
定
さ
れ
、
昆
布
は
お
茶
、
生
糸
と
と

も
に
国
の
重
要
な
輸
出
品
と
し
て
指

定
さ
れ
、昆
布
会
社
が
創
業
し
始
め
ま

し
た
。
当
社
も
水
戸
藩
の
商
港
、
那
珂

湊
の
青
果
問
屋
か
ら
昆
布
問
屋
へ
転

換
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。数
あ
る

食
品
の
中
、
な
ぜ
昆
布
だ
け
が
、
こ
の

よ
う
に
歴
史
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
。
4
0
0
0
年
の
間
、

私
達
の
生
活
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き

た
昆
布
に
興
味
が
つ
き
ま
せ
ん
。

う
え
か
つ
先
生「
魚
を
か
た
る
」

　
去
る
2
月
4
日
、
本
会
館
に
お
い
て
水
産
庁
職

員
、
元
漁
師
の
上
田
勝
彦
先
生
に「
魚
と
食
生
活
」

に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
に
お
い
て
、
海
岸
キ

ロ
数
は
世
界
第
6
位
に
あ
り
、
海
に
囲
ま
れ
て
い

る
我
が
国
は
地
理
的
環
境
か
ら
も
魚
を
食
べ
る
こ

と
は
必
然
的
な
こ
と
。
し
か
し
家
庭
で
魚
を
食
べ

て
い
た
時
代
か
ら
、
食
の
多
様
化
や
フ
ァ
ス
ト
フ

ー
ド
等
に
よ
り
、
食
事
内
容
も
変
わ
り
、
魚
を
料

理
し
食
べ
る
家
庭
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
魚
を
食
べ

な
い
理
由
は
、
臭
い
、
ゴ
ミ
が
出
る
、
手
間
が
か

か
る
、骨
が
あ
る（
笑
）等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
魚
料
理
の
美
味
し
い
食
べ
方
は〝
湯
煮
〞で
す
。

冷
め
て
も
魚
の
臭
み
が
で
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
試
し
て

み
て
下
さ
い
。（
塩
鮭
の
湯
煮
を
や
っ
て
み
ま
し

た
。
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
ス
ー
プ
も
他

の
料
理
に
使
え
、
グ
リ
ル
も
汚
れ
ま
せ
ん
。
レ
シ

ピ
は
給
食
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。）

　
上
田
先
生
は
自
分
で
魚
を
料
理
し
て
み
る
こ
と

が
一
番
大
切
な
事
！
「
栄
養
士
自
身
が
魚
を
好
き

に
な
ら
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
に
は
伝
わ
ら
な
い
」

魚
は
調
理
の
基
本
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
ま
す
。
美
味
し

く
作
れ
ば
子
ど
も
達
は
食

べ
ま
す
。
と
力
強
く
お
話

し
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
次
回

は
ぜ
ひ
調
理
講
習
会
を
開

催
し
て
ほ
し
い
」、「
魚
に

つ
い
て
目
か
ら
う
ろ
こ
で

大
変
楽
し
い
お
話
で
し

た
」等
々
、
好
評
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

開催食 育 講 演 会

和食文化と昆布について知識
食
材豆

株式会社都平昆布海藻　都平 浩司

給食会だより
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給食会だより

　「和
食
」と「
洋
食
」は
反
対
語
な
の

だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、「
中
華
料
理
」

も
あ
る
し「
韓
国
料
理
」「
イ
ン
ド
料

理
」、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
ら
を
ひ
っ
く
る

め
た「
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
」と
い
っ
た

万
能
語
ま
で
あ
る
。

　「和
食
」は
一
汁
三
菜
が
基
本
で
あ

る
と
い
う
。
そ
こ
で
は
、
伝
統
的
な
食

材
の
使
用
、
味
付
け
の
基
本
が
あ
り
、

そ
れ
に
則
っ
た
調
理
が
求
め
ら
れ
る
な

ど
の「
作
法
」が
あ
る
。

　し
か
し
、料
理
に
定
義
を
持
ち
込
み
、

厳
格
な
ル
ー
ル
が
本
当
に
必
要
か
。
私

た
ち
は
普
段
、
あ
ら
ゆ
る
国
に
ル
ー
ツ

が
求
め
ら
れ
る
食
材
、
料
理
法
で
作
ら

れ
た
食
事
を
し
て
い
る
。
元
々
イ
ン
ド

料
理
で
あ
っ
た
カ
レ
ー
は
、
完
全
に
日

本
風
カ
レ
ー
と
し
て
定
着
、
土
着
し
、

イ
タ
リ
ア
に
も
な
い
ス
パ
ゲ
テ
ィ
の
ナ

ポ
リ
タ
ン
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
餡
子
の

入
っ
た
パ
ン
が
大
好
き
で
、
学
校
給
食

で
も
キ
ム
チ
チ
ャ
ー
ハ
ン
が
人
気
メ
ニ

ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

　日
本
人
の
そ
の
よ
う
な
外
国
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
料
理
を
自
家
薬
篭
中
の
も
の

と
し
て
、
日
々
の
食
生
活
に
定
着
さ
せ

る
貪
欲
さ
は
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
能
力

と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ

れ
は
食
習
慣
、
食
文
化
だ
け
で
な
く
、

外
国
で
の
発
明
、
外
国
の
製
品
を
徹
底

的
に
模
倣
し
、
日
本
に
適
し
た
製
品
に

進
化
さ
せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
海
外
に

輸
出
し
て
し
ま
う
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
の
伝
統
も
あ
る
。

　ラ
ー
メ
ン
に
味
噌
味
を
持
ち
込
み
、

煮
干
し
を
は
じ
め
と
す
る
和
食
の
ダ
シ

を
取
り
入
れ
定
着
さ
せ
た
あ
く
な
き
美

味
し
さ
へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
も
し
か
し

た
ら「
和
食
」な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
龍
生
）

ひ
と
こ
と

　12月から1月に本会取扱い物資、ドレッシング類（12）、ソース類（4）、しょうゆ類（2）、
ジャム類（2）、乾物（6）、冷凍品（5）の細菌検査（生菌数、大腸菌群、黄色ブドウ球菌）を
実施しました。その結果、すべて異常がないことを確認しました。

東京都学校給食会取扱い物資の自主検査結果

学校給食用めん類の細菌検査結果
　平成27年1月から2月にかけて、学校給食用めん類の細菌検査を実施し、その結果をとりまとめましたので
お知らせいたします。
　検査結果は、すべての工場が「生めん類の衛生規範」及び本会の衛生基準に適合していました。
　今後も安全・良質な物資をお届けするため、品質管理を強化して参りますので、よろしくお願いいたします。

小幡製麺工業㈱

富士製麺工業㈱

㈲大丸食品

㈱シー・エス・シー・パスタ

㈱桜井商店

㈲丸福製麺所

うさぎや食品㈲

㈲福原食品工業

㈱あさひや

中西食品㈱

2.1×103

3.5×103

1.7×103

300以下

7.0×102

300以下

300以下

1.8×103

1.3×104

300以下

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

台東区

品川区

大田区

板橋区

練馬区

葛飾区

八王子市

八王子市

東村山市

稲城市

工場名
一般生菌数
1.0×105
以下

大腸菌群
陰性

黄色ブドウ
球菌
陰性

細菌検査

区市町村

■むし中華麺（非包装）

㈲宮入製麺所

玉川食品㈱

㈲丸善製麺

㈲岩本製麺工場

㈱やまぶんの麺

300以下

300以下

300以下

300以下

300以下

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

江東区

北区

江戸川区

青梅市

福生市

工場名
一般生菌数
300以下

大腸菌群
陰性

黄色ブドウ
球菌
陰性

細菌検査

区市町村

■ゆでうどん（個包装）

㈱大原製麺所

㈲佐藤製麺所

㈱川崎製麺所

㈱池田製麺

㈱双葉屋

㈲小松川東屋製麺

㈱ヤマヲ

㈲鈴木製麺

㈱寿美屋

300以下

300以下

300以下

3.0×103

300以下

300以下

300以下

300以下

9.0×102

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

（－）

世田谷区

世田谷区

中野区

杉並区

足立区

江戸川区

立川市

立川市

あきる野市

工場名
一般生菌数
1.0×105
以下

大腸菌群
陰性

黄色ブドウ
球菌
陰性

細菌検査

区市町村

■ゆでうどん（非包装）

㈱武蔵野フーズ

㈱武蔵野フーズ

300以下

2.1×103
（－）

（－）

（－）

（－）

冷凍うどん

冷凍ラーメン

工場名
一般生菌数
1.0×105
以下

大腸菌群
陰性

黄色ブドウ
球菌
陰性

細菌検査

製品名

■冷凍めん

㈲喜屋製麺

さぬき製麺

300以下

300以下

（－）

（－）

（－）

（－）

中野区

八王子市

工場名
一般生菌数
3.0×106
以下

大腸菌
陰性

黄色ブドウ
球菌
陰性

細菌検査

区市町村

■生うどん
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